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編集方針 CSRレポートの対象期間
　西松建設では、社会要請への対応と、さまざまなステークホルダー
の皆様に当社の企業活動を知っていただくことを目的に、2011年か
ら「CSR レポート」を発行しています。
　4回目の発行である『西松CSRレポート2014』でも、昨年同様
『2020年のあるべき姿～N-Vision2020』にもとづく活動を「7+1
のCSR活動ポイント」に示すカテゴリーに整理して報告しています。ま
た2014年からは、開示内容の充実を図り「CSRマネジメント」「雇用・
人権」「ガバナンス」等のページを拡大し、また信頼性確保の観点か
ら、環境データ・人事データに関する「第三者保証」も導入するなど、
より一層の充実を図っています。
　西松建設の会社案内を兼ねた本レポートについて、より多くのステ
ークホルダーの皆様にご覧いただき、また忌憚のないご意見をいた
だければ幸いです。なお、本年も同内容での英語版レポートの発行を
予定しています。

　本レポートの対象期間は2013年4月1日～2014年3月31日（2013年
度）です。ただし、2014年度以降の活動予定も含まれます。次回レポート
発行は2015年6月を予定しています。

　本レポートの対象範囲は、基本的に西松建設株式会社単体となります
が、一部海外ならびにグループ企業も含まれます。また、会社概要等にお
ける情報に関しては、グループ連結での表記があります。環境報告の目
標値・実績値等については、国内の事業活動によるものを基本とします。

CSRレポートの対象範囲

参考ガイドライン
GRI『サステナビリティ レポーティング ガイドライン第4版』
ISO26000
環境省『環境報告ガイドライン2012年版』
経団連 企業行動憲章 実行の手引き（第6版）

2014
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2013年度の主な表彰

・三陸沿岸道路事業監理業務（事業促進PPP業務）
（大日本コンサルタント・北光コンサル・西松建設設計共同体）

国土交通省東北地方整備局より

被災地域復興への貢献に関する表彰

・横田空軍家族住宅改修工事（第4期・第5期、および第6期）
（米軍横田出張所）

厚生労働省労働基準局より

無災害に関する表彰

・福島第一原子力発電所対策工事
（竹中・鹿島・清水・西松・竹中土木建築工事共同企業体）

東京電力株式会社様より

福島第1原子力発電所4号機使用済み燃料取出し
に係わる設備工事に関する感謝状

・厚木市斎場新築工事
（西松・小島・同郷特別共同企業体）

・さがみ縦貫道路（交差1）ランプ橋新設他工事
（さがみ縦貫道路（交差1）ランプ橋新設他工事共同企業体）

東日本旅客鉄道株式会社様より

平成25年度における安全推進に関する感謝状

・平成24年度葛尾村除染等工事
（奥村・西松・大豊特定建設工事共同企業体および福島葛尾総合事務所）

福島県警察本部田村警察署より

地域の交通安全活動に対する感謝状

・練馬給水所配水池（3号池）耐震補強工事
（練馬耐震出張所）

東京都水道局より

平成25年度水道工事イメージアップコンクール 優秀賞

・北品川五丁目第1地区第一種市街地再開発事業住宅等（D棟)施設建築物新築工事
（北品川再開発出張所）

警視庁品川警察署より

北品川再開発地域における警察広報啓発活動
に関する協力に対する感謝状

神奈川県建築コンクールにて

第57回神奈川県建築コンクール 優秀賞
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　1874年創業の西松建設は、今年で140周年を迎え

ました。これも一重に、多くのステークホルダーの皆様

のご理解とご支援の賜物であり、感謝に堪えません。

　また140年もの間、事業を継続できた要因として、実

直かつ優秀な技術者である職員の努力なくして語るこ

とはできません。創業当時の純粋な「請負」から、提案・サ

ービス、新ビジネスなど、事業形態は明らかに大きく変

わってきていますが、そのような変遷の中、国や人々の

生活を支えているという先人たちの強い思いや、工夫・

考え・実績に根差した問題解決への姿勢とその技術の蓄

積など、きちんとした歩みと努力がベースとなって現在

につながってきています。一方で、2011年3月に発生し

た東日本大震災では、建設業が社会で担う役割や、復興・

復旧に対してどのような貢献ができるか、ということを改

めて考え、そして社会要請に対応する形で事業を実践す

る機会ともなりました。

　なぜ西松建設が140周年を迎えることができたか、

ということを今一度、社員皆で振返ることが、今後の継

続にもつながることであり、今、若い世代に最も考えて

欲しいことでもあります。

トップ
メッセージ

■ 創業140周年を迎えて

■ 2013年度の振返り
　2013年度は、低迷していた日本経済が、プラスに転

じるさまざまな事象が起こった年であったと認識してい

ます。外部環境は、インフラ整備に対する考え方の変

化、重要性の再認識など、随分と変ってきました。アベ

ノミクス効果の顕在化や東京2020オリンピック・パラ

リンピック（以下、オリンピック）招致などが、世の中の景

気観を押し上げるとともに、我々建設業にとっても、停

滞していた建設投資を誘発する好機となっています。

景気対策による大型プロジェクトなどの活況が、今後直

接的に経営数値に寄与すると考えられ、また社会イン

フラの更新も社会的必要性として長期間の建設需要に

140年の歴史の中で培ってきた技術と実績による信頼に「CSR経営」と 　
新たな価値を加え、ステークホルダーの皆様とのWin-Winを創造します。
2010年度から全社的に取組んできたCSR経営。そして今、創業140年という節目を迎え、ステークホルダーの皆様に必要不可欠　 　
新たな飛躍の時を迎えました。西松建設をとりまく状況をしっかりと見定め、永続企業として社会に貢献できる、
そしてステークホルダーの皆様に信頼いただける「誠実かつ発展性のある企業」として、次なる10年を着実に歩み続けます。
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■ 今後の機会とリスク
　アベノミクスが掲げる成長戦略において、設備投資

へのインセンティブは今後の経営においても明るい材

料となります。オリンピック招致も経営環境としては歓

迎すべき点が多いでしょう。首都圏を中心に、オリンピ

ック関連の建設投資が進むとともに、招致に関連する

産業を中心に、新たな設備投資も期待されます。少なく

とも短中期的なところでは大きなインパクトになること

は間違いないと思われます。

　好材料がそろっている経営環境ですが、今後、拡大す

るであろう建設需要に対応するためには、その仕事量

に合わせた人材の確保と育成が重要となります。建設

業界全体の話にはなりますが、その意味で、建設業に関

わる「技能労働者」の労働環境改善を進めていかねば

なりません。特に給与面では、日々の就業時間等により

収入が不安定になりがちです。年収ベースで考え、建

設業に関わる技能労働者に対し、明るい将来を提示す

る必要があります。少子化が一層進む中、若者に就業

先として建設業を選んでもらうためには、労働環境の

整備・改善は急務といえます。

　労務や資機材の調達といった側面でも、不足感は否め

ません。そのためにも、これまで発展させてきた『N-NET

（西松建設協力会）』は、強力な武器となります。競争力の

ある布陣確立のためにも『N-NET』における協力会社の

皆様との関係構築は、大きなポイントとなるでしょう。

　また、好調な経営環境もいつまで続くのか、先行きは

不透明といわざるをえません。特に2020年のオリンピ

ック後の状況は誰にも予想できないでしょう。しかし、で

あるからこそ、今のうちに会社の「基礎力」を高めておく

必要があると考えます。そのためには、会社の状況（お

かれた環境や経営資源）を的確に理解した上で、機会を

とらえ仕事に取組む必要があります。そのようなプロセ

スを踏まないと最後にリスクだけ残るという、甚だ遺憾

なことになりかねません。今の西松建設の事業規模を

維持・伸長させるには、何をすれば良いか？（＝Another 

One）について今から考え、対応していくことが必要と

されます。そしてそのような会社が生き残っていくこと

になるでしょう。その意味で、当社の国際事業は、大き

な一つの方向性だと考えています。現在、当社はアジ

ア5ヵ国への進出を果たしていますが、将来的なことを

考えると、さらに地域（進出国）を広げていくことも必

要ではないかと考えています。ただそこは、単なる事業

の拡大ではなく、国内で有している技術を、進出国社

会の発展や地域の安全に活し、技術を伝承する。与え

られた経営資源の中で、できることは自ずと限られま

すが、東南アジアに進出する本質的理由はそこにある

と思います。

つながる可能性もあります。

　このようななか、建設事業に関しては、受注・売上とも

当初目標を上回る結果となり、開発・不動産事業も投資を

拡大し、将来の収益事業への基盤を確保しました。新規事

業においては、植物工場『サイテックファーム』にて生産

中のリーフレタス『夢菜®』の販売が好調です。また国際

事業戦略の一環として、国際事業本部も設置しました。

　一方で、これまでの建設投資の縮小により、建設技

能者が減少していたこともあり、現在の建設需要の高

まりにともない、ここにきて深刻な技能者・労務不足を

招いています。

 いう社会要請に対応した

な存在となるべき、
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トップメッセージ

■中期経営計画2014 基本方針

目指すべき企業像

地域・社会への責任を果たすため、全役職員がプロフェッショナルとしての使命感を持ち、事業活動を通じ、
ステークホルダー、地域、社会から必要とされる企業

修正中期経営計画
（基礎固め期）～2011年度

中期経営計画2014
（成長期）～2014年度

将来
（発展期）2015年度～

●信頼回復への取組み
●事業規模に応じた組織体制の確立
●収益力・受注力の強化

●安定的収益基盤の構築（お客様、組織、人材）
●新たな事業の柱の確立（海外、開発・不動産）
●計画～維持管理に至る一気通貫事業モデルの確立

●西松ブランド（強み）の確立
●自立した事業部門による
　共存共栄型企業へ
●高収益企業への変革

事業基盤の強化　CSR・組織・人事・財務・技術

建設事業　（2,500億円規模）
国内　安定的受注・収益の獲得
　　　安全・安心な
　　　国土づくりへの貢献
海外　戦略的な事業規模拡大
　　　連結売上高比率20％

開発・不動産事業
安定的収益基盤の確立
CRE戦略の本格化
開発・不動産事業の

強化拡充
パイロット事業の実践展開

新規事業
新たな

ビジネスチャンスの発掘

■ 中期経営計画
　現中期経営計画である「中期経営計画2014」は、順

調に達成に向かっています。2013年度は、当面の経営

課題となる中期経営計画2014の2年目の年でしたが、

経営数値目標は項目によっては前倒しで達成するな

ど、最終年度の2014年度に向けたステップを確保する

ことができました。ただ、本当に求めてきた部分が達成

できたかというと、未達の部分も多く残されています。

現中期経営計画策定時に、先を見据えた活動目標とし

て掲げた部分となりますが、例えば人事面では、中期経

営計画の最終年には全売上の20％を海外で確保する

計画でした。そのため外国人留学生採用を積極的に行

うこととし、今年はベトナムの留学生が1名入社したも

のの、その後の留学生採用は思うように進まず、残念な

がら継続性を確保するには難しい状況です。このように

経営数値目標は達成できているけれども、その内訳と

しての活動目標は達成できていない、という反省があ

ります。女性の採用についても進み出しましたが、この

業界で乗り越えねばならない課題はまだ多く存在する

と認識しています。システムとして、職種として、働き方

のモデルを構築しなければ、女性に長く働き続けてい

ただけないでしょう。もう一歩踏み込んだ施策転換を図

っていく必要があると考えています。

　一方で「総合提案力」については、これまでの2年間

で随分と成長することができました。その結果、特命受

注が多くを占めるまでに変わってきており、この点では

かなりの進化が見られました。
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代表取締役社長

■ CSR経営について
　事業活動とCSRは両輪であり一体性をもつという

認識で、今後とも企業活動全体をつくりあげていくつ

もりです。つまりCSR経営は、事業活動そのものが社

会に貢献できる活動であるべきだという考えです。そ

のためにも、CSR経営の考え方の基本は、ステークホ

ルダーの皆様とのWin-Winの関係が成立している

かどうか？であり、非常に単純な思考です。例えば、会

社と社会との関係では、会社が社会に何をすれば社

会にとってWinなのか？逆に社会から何を得られれば

会社にとってのWinなのか。また会社と社員の関係

では、会社が社員に何をすれば社員にとってWinであ

り、社員がなにをすれば会社にとってWinとなるの

か？そのように考えることで、オール西松としてのCSR

経営に力がついていくものと考えています。つまり

Win-Winとは「相手の立場になって物事を考える」

ことと同義だという認識です。相手にとって良いこと

は何かを常に考える。自分の利益のみを考えるように

なってはだめです。

　当社のCSR経営の考え方は「一人ひとりが実践者」で

あることです。しかし、CSRの推進状況としては、未だ

「CSRとは何？」「何をすればいい？」という状況が、社内

のあちこちにありました。そのような反省をふまえ、

2014年度から各支社に担当部署となる「CSR推進部」

を配置しました。これにより、中央（本社）でのみ推進す

る活動から発展することができます。CSR経営とは、会

社全体が健全に発展し続けようとする取組みですから、

この体制により、組織の色々なところからさまざまな提

案がなされることを期待しています。

　現在、CSR経営は特に「CSRマネジメント」の推進に

注力しており、CSR委員会が中心となった活動が、一通

りの形になってきました。社会的な課題を抽出したう

えで、2020年の当社のあるべき姿として掲げた

『N-Vision2020』の実現にむけ、具体的な取組みを

PDCAの中で展開し、丸2年が経過したところです。

「CSRマネジメント」によるさまざまな活動は、現在一

部の事業施策や社内施策として展開され始めていま

す。CSR経営を推進するからこそ、社会と企業がとも

に持続できる事業活動につながっていくという理想

が、今開花し始めているのだと思います。

　CSR経営推進にあたり、西松建設では5ヵ年重点目標

としての重要経営度指標（KPI）を定めています。「環境

経営度」「人材育成」「ガバナンス情報の開示」の3項目

がそれにあたり、この達成度が我々のCSR活動進捗に

おけるバロメーターとなっています。

　環境経営については、経営資源の制約もある中、自

発的な取組みが徐々に進んできていると評価していま

す。競合各社が環境経営の取組みを強化してきている

中、前に行くのはかなりパワーがいると思いますが、一

つ一つ、歩みを進めているところです。

　人材育成については、社員の納得感を得るよう、人事

評価制度も随時改編し、また女性の活用など、社員が

気持ち良く仕事に取組める環境づくりも推進していま

す。そして何より、人材不足に起因して経営層に「人が

最も大切」という認識を今一度新たにしたこと。PDCA

の中で徐々に改善されています。

　ガバナンスの開示状況は、比較的優等生ではない

でしょうか。アナリスト説明会のアンケートでも「西松は

丁寧な開示が出来ている」と評価されているようです。

■ おわりに
　西松建設のCSR活動をご紹介するCSRレポートも、

今回で4号目を迎えました。社会要請に対応すべく着実

に取組んできた、2013年度の多方面の活動をご紹介

しています。これらの活動について、多くのステークホ

ルダーの皆様にご一読いただき、忌憚のないご意見・

ご感想をお寄せいただければ幸いです。

　ご意見・ご感想をもとに、着実な一歩一歩を積み重ね

ることで、ステークホルダーの皆様とのWin-Winを醸

成し、永続的に「安心して暮らせる持続可能な社会・環

境づくりに貢献」（当社「企業理念」P17参照）していきた

いと考えております。

　皆様、今後ともどうぞよろしくお願いいたします。



代表取締役社長
代 表 取 締 役
代 表 取 締 役
取 締 役

近藤 晴貞
水口　宇市
前田　　亮
小森　孝男

取 締 役
取 締 役
取 締 役
社 外 取 締 役
社 外 取 締 役

社 長
副 社 長
副 社 長
専務執行役員
専務執行役員
常務執行役員
常務執行役員
常務執行役員
常務執行役員
常務執行役員
常務執行役員

近藤 晴貞
水口 宇市
前田 　亮
小森 孝男
工藤 義昭
澤井 良之
髙瀨 伸利
松本　　章
安部 修一
髙嶋　章光
伴 治人

執 行 役 員
執 行 役 員
執 行 役 員
執 行 役 員
執 行 役 員
執 行 役 員
執 行 役 員
執 行 役 員
執 行 役 員
執 行 役 員
執 行 役 員
執 行 役 員
執 行 役 員

戸倉 　滋
金子 秀雄
森本 裕朗
齋藤 順一郎
河埜　祐一
酒井　祥三
梅田　一成
森田 　潤
後藤　二郎
林　　謙介
岩永　克也
宮﨑　文秀
一色　眞人

常 勤 監 査 役
常 勤 監 査 役

藤井 利侑
羽村　　亘

監査役（社外）
監査役（社外）

松田　利之
上杉　純雄

取締役

執行役員

監査役

北日本支社長
関東土木支社長
関東建築支社長

工藤　義昭
森本　裕朗
髙瀨　伸利

西日本支社長
九 州 支 社 長

伴　　治人
宮﨑　文秀

支社長

札 幌 支 店 長
東 北 支 店 長
北 陸 支 店 長
中 部 支 店 長

安藤　暁夫
鳴石　　亨
小宮山 秀樹
伊藤　裕之

関 西 支 店 長
中 国 支 店 長
四 国 支 店 長
香 港 支 店 長

塚田　昌基
黒田　　強
川崎　邦彦
遠藤　　智

支店長

澤井　良之
髙瀨　伸利
松本　　章
齊藤　勝昭
佐藤　信昭

支社 支店 海外事業所

トップマネジメント

●監査室
●社長室
　CSR経営推進部
　経営企画部
　情報システム部

●管理本部
●土木事業本部
●建築事業本部
●国際事業本部

●開発・不動産事業本部
●共通部門
　安全環境品質部
　購買部
　技術研究所

●東日本大震災復興本部

本社

札幌支店
東北支店
北陸支店

中部支店
関西支店

四国支店
中国支店

九州支社

西日本支社
関東建築支社
関東土木支社

北日本支社 香港支店

シンガポール
営業所
マレーシア
営業所

ベトナム営業所
ヤンゴン営業所

泰国西松建設
※連結子会社

●組織図

●海外事業所

※取締役、監査役、執行役員、支社長、支店長については2014年6月末現在

香港支店
ベトナム営業所

泰国西松建設
泰国営業所

ヤンゴン営業所

マレーシア営業所

シンガポール営業所

※2014年4月からの体制

泰国営業所

東北支店（仙台市）開設

水豊ダム

西松工業所となる

合資会社となる
西松組と改称

本社を東京へ
株式会社西松組設立

創業25周年
東京支店、大阪支店を開設

西松組職員組合結成
商号を西松建設株式会社と
改称

沖縄米軍基地工事着手
硫黄島米軍基地工事着手

四国支店（高松市）開設、
熊本支店（1926年3月開設）を九州支店（福岡市）と改称

渋谷区神宮前に技術研究所を開設

多摩川工場開設
建設省能力審査土木部門第1位になる
機械化施工による経営の刷新

中部支店（名古屋市）開設

石淵ダム

宮崎線第12工区を単独で着手 三沢米軍基地工事着手

終戦により外地から
引き上げ

関門国道トンネル開通
門司口トンネル、古城立坑完成

地下鉄丸ノ内線池袋～御茶ノ水間完成
藤本発電所（荒瀬ダム）完成
日本初のロックフィルダム

石淵ダム完成

東海道新幹線
建設工事着手
日比谷公園

地下駐車場完成
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会社概要
事業概要

商号 ： 西松建設株式会社（Nishimatsu Construction Co.,Ltd.）
本社 ： 〒１０５-８４０１　東京都港区虎ノ門一丁目２０番１０号
　　　〒105-6310　東京都港区虎ノ門一丁目23番1号　虎ノ門ヒルズ森タワー10階（2014年8月25日以降）
電話 ： 03-3502-0232
代表者 ： 代表取締役社長　近藤 晴貞　　創業 ： １８７４年（明治７年）　　設立 ： １９３７年（昭和１２年）９月２０日
資本金 ： ２３,５１３,６４３,８１９円（２０１4年３月末現在）　　従業員 ： 2,３85人（２０１4年３月末現在）
主な事業内容 ： 建設事業、開発事業、不動産事業　ほか

──  多くの方々に支えられ創業140年   　

西松
140年の
あゆみ

国際事業

国内事業

南満州鉄道建設に関わる
鴨緑江水豊ダム完成

大連出張所設立

創業



第77期（2013年度） 6円 6円

東証第1部に
株式上場

東京建築支店開設
本社ビル完成

松栄不動産株式会社を設立
東証第2部に株式上場

中国支店（広島市）開設
平塚製作所開設（多摩川工場移転）

札幌支店開設

ロアシンマンダム

仙台
ホテルビル

横浜支店開設
千葉支店開設

迎賓館 和風別館

西松建設
創業百年史発刊

神奈川県大和市に技術研究所移転

新呉服橋ビル

香港ロアシンマンダム完成
タイ国ナコンパトムハイウェイ完成

タイ国ヤソトン
ハイウェイ完成

タイ国ガンタララック
ハイウェイ完成

香港葵涌コンテナーターミナル工事完成

中京地区最大の水ガメ
牧尾ダム完成

大手町第一合同庁舎完成
石狩川頭首工
工事完成

仙台ホテルビル完成
名神高速道路全通
東京都神谷町下水道を
日本初の機械掘シールド工法で施工

都営地下鉄浅草線金杉橋工区を日本初の凍結工法で施工
新宿西口広場・地下駐車場完成

日本初の大口径泥水式シールド工法で京葉線羽田トンネルを施工
土質工学会賞受賞

新東京国際空港貨物ターミナルB棟をリフトアップ工法で施工 山陽新幹線備後西工区トンネル完成
迎賓館和風別館完成

超高層新呉服橋ビル完成

超高層松竹東劇ビル完成
ビル建築における
MIN免震工法を開発

香港支店開設

タイ国へ進出
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※業績および株式に関する詳細は当社ホームページ「IR情報」 http://www.nishimatsu.co.jp/ir/ をご覧ください。

配当状況
＜配当政策＞
　配当政策については、業績や内部留保の水準を総合
的に勘案しながら、株主の皆様に安定的かつ継続的な
利益を還元していくことを基本方針としています。
＜配当状況＞
　過去3年間の配当状況は下表のとおりです。

●配当状況

第76期（2012年度） 4円

期末 年間

1株あたりの配当金

第75期（2011年度） 4円

4円

4円

タイ国パクチョン口蹄疫ワクチンセンター完成
タイ国ケライハイウェイ完成

3,743

1,352

2013

2013

3,205

796

1,847

346
215

3,429

1,284

2012

2012

2,582

855

1,344

247

2009 2010 2011

4,000
（億円）

国内建築国内土木 海外 子会社

0

●受注（連結）建設事業

3,000

2,000

1,000

2,520 2,096 2,561

659 404 842

1,426 1,506 1,194

410
153

461
13523

31
62

（年度）

3,225

1,1681,165

3,319
4,143

2009 2010 2011

（億円） 純資産総資産

0

●総資産・純資産（連結）

8,000

10,000

6,000

4,000

2,000

（年度）（年度）

1,144

2013

61

2012

43

2009 2010 2011

120
（億円）

▲60

●経常利益（連結）

▲40
▲20

100

▲64

22
34

0
20
40
60
80

（年度）
▲80

●業務ハイライト

 の西松建設が今ここにあります。  ──

2013

3,146

2012

2,532

2009 2010 2011

6,000
（億円）

0

●売上高（連結）

4,000

2,000

3,968

2,578 2,639

創業100周年

証券コード／1820
上場証券取引所／東京証券取引所
発行可能株式総数／
800,000,000株
発行済株式総数／277,957,513株
単元株式数／1,000株
株主数／23,318名
株主名簿管理人／
みずほ信託銀行株式会社
事業年度／
毎年4月1日から3月31日まで
期末配当基準日／毎年3月31日
定時株主総会／毎年6月

株式の状況
　株式の状況と株主構成は下表のとおりです。

●株式の状況（2014年3月31日現在）

株主構成
（2014年3月31日現在）

個人・その他
22,797名

81,280,285株
（29.3％）

外国法人等
166名

54,767,689株
（19.7％）

その他国内法人
253名
18,463,343株（6.6％）

金融機関　46名
117,970,284株
（42.4％）

証券会社　56名
5,475,912株（2.0％）



ラマ島火力発電所完成

香港ウェスタンハーバー海底トンネル完成
シンガポール地下鉄第1期工事完成 シンガポール超高層

UOBビル完成

BOT事業香港
テーツケーン
トンネル完成

香港でRC超高層ビル完成
(スリーエクスチェン・スクエアビル)

香港地下鉄第1期完成

タイ国
バンコック水道完成

新大和技術研究所開設 ISO9001認証取得 在京2支店（関東・東京建築）

愛川衝撃振動研究所開設

国内全支店ISO9001認証取得

テーツケーン
トンネル ラマ島火力発電所

シンガポール
UOBビル

香港新空港造成工事完成

津軽海峡青函トンネル完成
警視庁本庁舎完成

本四架橋大鳴門橋完成
本四架橋櫃石島橋完成

大鳴門橋・永井橋
土木学会賞受賞 東京郵便集中局庁舎完成

神戸市新庁舎完成

東京都庁第二本庁舎完成
新東京国際空港第2旅客ターミナル完成

東京湾横断道路中央トンネル川崎人工島北工区工事完成
第二国立劇場完成

関西国際空港旅客ターミナル
北工区工事完成

恵比寿ガーデンプレイス完成

ISO9001認証取得（シンガポール）

ISO9001認証取得（香港）

　土木技術を日々研鑽し、社会基盤の充実に取組んでおり、国内では新
東名高速道路、海外では香港の雨水排水トンネルなど数々の大型プロジェ
クトを完成させるとともに、大規模除染業務をはじめとする震災復旧・復興
に全力で取組み、国内外で“技術の西松”として、各方面から非常に大きな
評価をいただいています。これまで培ってきた技術をもとに、これからも新
技術の開発・導入を進め「人の生活」さらには「地球環境」にとっても、快適
な環境づくりを目指します。
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会社概要／事業概要

　インテリジェントビル建設からマンション建設に至るまで、あらゆる分野
で培ってきた建築技術とともに、さまざまな先端技術を有効活用し、ソフト
とハードの両面で「人」と「自然」と「建造物」の調和に向けて、環境性能の高
い安心・安全なまちづくりを目指します。

土木事業
快適な環境づくりは我々技術者の使命です。
活力と魅力にあふれた生活空間の構築を目指して、日々社会資本の整備に貢献していきます。

建築事業
ソフト・ハードの両面にわたる技術を追求するとともに、その成果をフィードバックし、ノウハウとして
蓄積することで「人」と「自然」と「建物」が調和できる安心・安全な未来社会をつくっていきます。

国際事業
半世紀にわたる実績と経験を活かし、ローカル企業・ローカルスタッフとの協力のもと
各国の交通・環境等のインフラ整備および日系企業の海外進出に貢献しています。

　当社の国際事業の原点である香港では、1962年の大型ダム建設を機に、発電所、新空港、高層住宅など、さまざ
まなプロジェクトを手掛け、近年は地下鉄工事を中心に事業を進めています。
　タイでは、1963年に現地法人を設立し、香港に引き続き、2013年に進出５０周年を迎えました。現在、設計施工に

よる日系工場建設を中心に継続的に活動しています。
　シンガポールでは、1984年以来、主要トンネルや超高層ビルなどを受
注し、現在も地下鉄工事プロジェクトを手掛けています。
　マレーシアではインフラ整備を、ベトナムにおいてはODA工事を中心に
手掛け、近年は工業団地整備や日系工場建設にも力を入れています。
　東南アジアにて拠点としている主要５ヵ国を中心に、これまでの経験と技
術力を活かした継続的な事業展開を進めています。

──  西松140年の歴史で培われた技術とサービスで、  



英国ロンドンでテムズ川横断
シールド地下鉄工事完成

タイ国地下鉄
北工区完成

香港地下鉄西港線　西營盤駅・大学駅およびトンネル工事受注

環境報告書発行 関東支店と
東京建築支店を統合
全社（国内）一括でISO9001/ISO14001認証取得

ISO14001認証取得（国内全支店）

技術研究所・
平塚製作所
ISO9001/
ISO14001
認証取得

北陸支店開設

支社制度を導入

西松地所株式会社を設立
事業本部制導入

国際事業本部を設置

（株）サイテックファーム設立

大和研究所と
愛川研究所を統合

関東土木支店、関東建築支店を新設

開発・不動産本部設置
東日本大震災復興本部設置

コスモス（建設業労働衛生管理システム）全社認証

CSRレポート創刊

大阪市中央公会堂完成
第2名神高速道路栗東トンネル完成

世界初の分岐シールド工法で
施工土木学会賞受賞（関西電力谷町筋管路）

ベルトコンベヤシステムを用いた
RCD工法による月山ダム完成

神保町一丁目南部地区再開発事業完成

高松丸亀町商店街
A街区再開発事業完成

戸塚駅西口第1地区再開発事業完成

東京国際空港D滑走路完成
台形CSG工法による日本初の嘉瀬川ダム副ダム完成

東海中央病院改築工事完成

益田川治水ダム工事完成（全建賞受賞）

南部水再生センター水処理施設完成

ISO14001
認証取得（シンガポール）

OHSAS18001認証取得（シンガポール）

OHSAS18001
認証取得（香港）

海外支店開設 海外支店を海外支社と改称

香港進出50周年

タイ国進出50周年

ISO9001認証取得（泰国西松）

ISO14001認証取得（香港）
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　都市開発事業（再開発事業・区画整理事業）、PPP･PFI事業の企画・事業推
進を行います。社会のニーズに合わせたまちづくりの立案・推進等を行い、総
合的な開発ソリューションを提供しています。
　不動産事業においては、収益不動産の取得や事業用地の仕入れから、分譲
事業まで幅広く積極的に展開しています。また、社有不動産を活用したCRE
事業も積極的に展開しています。

開発・不動産事業
西松建設が培ってきた建設技術や開発ノウハウを活かし、多様なニーズに対応したコンサルティングや
地域プロデュースに取組み、お客様のご要望に合わせた質の高い開発・不動産ソリューションをご提供します。

新規事業
新たな技術を活用した新規事業の事業化・推進を図り、社会のニーズに応えていきます。

　現在西松建設は、産学連携事業（植物工場等）の事業化など社会のニーズ
に応えるべく新規事業を推進しています。今後、社会インフラの老朽化対策
などの社会のニーズを的確に捉え、その課題解決の一助
となるべく、保有する建設技術や経営ノウハウなどを最
大限に活かした、新規ビジネスを積極的に開拓・事業化し
ていきます。

技術開発 土木、建築、環境を三本柱として、常に未来を先取りした先端技術の研究開発に取組んでいます。

植物工場『相模原サイテックファーム』

　技術研究所では、これまでに培ってきた土木・建築技術のノウハウにもとづいた技術開発や、新しい社会ニーズ
に対応した研究開発など、顧客ニーズを反映した技術開発ロードマップにより効果的に推進しています。大型実
験施設を用いた耐震・制振技術、老朽化が進行する社会資本施設の調査・補修技術、大気
や土壌・地下水浄化等の環境保全技術など、幅広い分野での研究開発を進めています。

BiDフレーム工法施工状況 合成梁載荷実験状況 GFRCセグメント切削実証実験 中間拡径場所打ち
コンクリート杭(Me－A工法)

  安心して暮らせる持続可能な社会環境づくりに貢献します。  ──

創業140周年



樺戸（二期）農業水利事業徳富ダム建設
竣 　 工：
所 在 地：

2014年3月
北海道樺戸郡新十津川町

竣 　 工：
所 在 地：

11 NISHIMATSU CSR REPORT 2014

2013年度の
主な竣工実績

土木工事

北海道新幹線 桜岱高架橋
竣 　 工：
所 在 地：

2013年6月
北海道北斗市

近畿自動車道紀勢線　後呂地トンネル
竣 　 工：
所 在 地：

2013年12月
和歌山県田辺市

ロンドウック工業団地インフラ工事パッケージP-1
竣 　 工：
所 在 地：

2013年11月
ベトナム社会主義共和国ドンナイ省

竣 　 工：
所 在 地：

コンテナヤードおよび建物他再整備
竣 　 工：
所 在 地：

2013年10月
神奈川県横浜市

市道幹線9号道路災害復旧および復興交付金工事
竣 　 工：
所 在 地：

2014年3月
千葉県浦安市

熊本高架花園BL新設
竣 　 工：
所 在 地：

2014年3月
熊本県熊本市

駿河東清水線新設の内安倍川横断洞道
竣 　 工：
所 在 地：

2014年3月
静岡県静岡市葵区
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竣 　 工：
所 在 地：

建築工事

竣 　 工：
所 在 地：

竣 　 工：
所 在 地：

浜の町病院
竣 　 工：
所 在 地：
用 　 途：
延床面積：

2013年6月
福岡県福岡市中央区
病院
39,670.70㎡

秋葉山公園県民水泳場
竣 　 工：
所 在 地：
用 　 途：
延床面積：

2013年7月
和歌山県和歌山市
水泳場
25,139.30㎡

船場化成本社屋
竣 　 工：
所 在 地：
用 　 途：
延床面積：

2013年6月
徳島県徳島市
事務所
928.73㎡

イオンモール天童
竣 　 工：
所 在 地：
用 　 途：
延床面積：

2014年3月
山形県天童市
ショッピングセンター
68,010.90㎡

プロロジスパーク尼崎3プロジェクト
竣 　 工：
所 在 地：
用 　 途：
延床面積：

2013年9月
兵庫県尼崎市
物流施設
44,030.83㎡

パナソニックTL1厚生棟
竣 　 工：
所 在 地：
用 　 途：
延床面積：

2014年3月
ベトナム社会主義共和国ハノイ市
事務所・食堂
4,518.00㎡

グランダ学芸大学 本田EGAS新工場
竣 　 工：
所 在 地：
用 　 途：
延床面積：

2013年5月
東京都目黒区
老人福祉施設
2,803.79㎡

竣 　 工：
所 在 地：
用 　 途：
延床面積：

2013年4月
タイ国チョンブリ県
工場・研究開発施設
22,838.12㎡
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夢の建材ジオポリマーの開発

昨今今昨今今今今今今今今今今今今今今今今今今今昨今昨今今昨今昨今昨今今今今今今今、成成、、 ととととととととととととととととととととととととととととしてしてしてしてしてしてしてしてしててしてしてしてしてしてしてててししししてしてしてししててしてししてしてててててしてててしててしてしててしてしてしてて たたなたなたなたなたたたなたたたなたたたたたたたた 公公公公公公公共公共公公公公公公公公公共共共共共共共共共共 がががががががががががが 一む一一一一一一一一一一む 方で方ででででで方でででででででででで
やややややややややややややややややや 、ト、トト、ト、トト、トトトトトトト、ト、トトト、トトンネンネンネンネンネンネンネンンネンネネネンネンネンネン ル、ルルル、ルル、ルル、ダムダムダムダムダムダムダムムダムムダムダムムムムムムムムムムダムダムムムムムダダダダダダ そししそそそそそそそしそそしそしそしそしそしししそしそしそししそしそししそししそしそししししてててててててててててててててててててて などなどどどどどどどどどどどどどどどどど、 本本の本の本の本本本の本の本 ににににににににににに れれれれれた公た公た公た公た公た公た公公公たたた 共共共共共共 公公公公公公公共イ共イ共イ共イ共イイイ共イイイイイイインンフンフンフフンフフンフフフンフンフフフンフンンン ララララララララララララララララ のの
朽朽老老老老老 化化化化化化・・・・・・・劣化化劣化劣化化化劣化化劣化化化化化化化化化化化化がががががががががががががががが 化化化化化化化化ししししし、ししししししししししししししししししししししししししししししししししし、しし、しし、しししししし それそれそそれそそそそれそそれそそれそそそそそ にににににににににににに すすすすすすすすすすすすすすすすすす 大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大るるる大るるる大大大大惨惨惨惨 ももももももももももももももももももも 生生生生す生すすすすすすすすすすすすすすす なるるるる どどど、どどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどど、どどどどどど 大大大き大き大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大 な社な社社社社社社社社会会会会会会会会会会会会会会 ととととととととととととととととととととととととなななななっ いいててていていいいいいいいいいていいていていてていいていいていいててていいていていていて すすすすすすすすすすすすすすすすすすすす。。。

昨今、成長戦略としての新たな公共投資が進む一方で、
道路や橋、トンネル、ダムそして建築物など、日本の高度成長期に建設された公共建造物（公共インフラ）の
老朽化・劣化が顕在化し、それに起因する大惨事も発生するなど、大きな社会問題となっています。

安心・安全の未来に向けた、新たな可能性を
秘めた夢の建材『ジオポリマー』の開発。
コンクリート建造物の寿命が一般に50年程度と言われるなか、公共インフラの多くはコンクリートでつくられており、老朽
化・劣化対策は急を要しています。こうした現状に対し、建設業ができることは何か？その答えの一つが、優れた耐久性
を持つコンクリート『ジオポリマー』による“建造物の長寿命化”だと考えます。国民生活の基盤である建造物を供給する
と同時に、国民の生命と財産を守ること。それが我々に課せられた使命であり、優れた耐久性を持つコンクリート『ジオ
ポリマー』の役割といえます。西松建設は今、安心・安全の未来に向け、夢の建材『ジオポリマー』を開発しています。

ジオポリマーの開発について

　2013年のレポートでもご紹介しましたが『ジオポリマー』は、産業副産物であるフライアッシュ
や高炉スラグ微粉末をケイ酸ナトリウム水溶液（水ガラス）で固化させた新たな建材です。セメ
ントと同レベルの圧縮強度を保持しながら、建造物をセメントで建設するより、CO₂を80%程度
削減でき、さらにセメントと比較して「酸」に対して優れた耐久性を有しています。堆積岩に近い
組成を持っており、人工的に造られる「石（＝劣化しにくい）」というのがふさわしい表現です。
　この『ジオポリマー』が、今後、構造建材として実用化されれば、公共建造物（公共インフラ）
を含む建造物の寿命を飛躍的に伸ばすことができるかもしれません。まさに『ジオポリマー』
は、直面する社会問題を解決できる「夢の建材」になり得る可能性を秘めているのです。

ジオポリマーの特徴
・セメントに比べ、CO₂を約80%削減できる。
・産業副産物の有効利用が図れる。
・圧縮強度は、セメントコンクリートと同レベルまで
発現可能。

・固化成分にCa（カルシウム）が少ないため、
酸に対する抵抗性が高い。

・アルカリ骨材反応が発生しにくい。

■ ジオポリマーとは？
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　大分工業高等専門学校（大分県大分市大字牧1666番

地）。今ここで『ジオポリマー』の実用化に向けた研究が

進んでおり、都市・環境工学科（一宮研究室）の一宮教授

と8名の学生の皆様が、日々研究・実験を重ねています。

　西松建設はプロジェクトリーダーとして、同校、日本

興業（株）、山口大学池田攻名誉教授の4者で『ジオポリ

マー』の研究・開発プロジェクトを推進しています。

■ ジオポリマーの今

　建造物の長寿命化だけでなく『ジオポリマー』はさら

なる可能性も秘めています。それはセシウムと一定の条

件で化学変化を起こし、セシウムを「固定化」するという

現象です。従来のセメント添加による10～40%の固定

化と比較して『ジオポリマー』では80%以上を固定化で

きる可能性があります。現在、東北地方で除染事業が進

んでいますが、この技術が確立し実用化されれば、除染

事業で発生する放射性セシウムを含んだ除染土壌・廃棄

物の埋立処分において、放射性物質の流出防止策とし

て大変有効となります。まだ研究段階ではありますが、

『ジオポリマー』の有用性がさらに広がりつつあります。

■ ジオポリマーの今後の可能性

敷設後1年を経過した
『ジオポリマー』（右）と
セメントコンクリート（左）

別府明礬温泉での実験

『ジオポリマー』とセメント
コンクリートを敷設した排水溝

外構ブロック『ジオポリー』

　これまでの研究成果として、2011年に『ジオポリマ

ー』を用いた外構ブロック『ジオポリー』を製品化し、実

際に小学校改築での外構に採用しています。そして

2013年には、大分県別府市に実験場所の提供をいた

だき、別府明礬温泉の強い酸性（pH2.5）の温泉水が流

れる排水溝の洗掘防止ブロックとして、『ジオポリマー』

を実験的に敷設し、厳しい自然環境条件においても、優

れた耐酸性をもつことを確認しました。

　『ジオポリマー』の生成メカニズムはまだ明確ではあ

りませんが、一宮研究室のこれまでの実証実験で、フラ

イアッシュや高炉スラグを使うためセメントコンクリー

ト製造分のCO₂が大幅に削減できること、優れた耐酸

性を有していることなどが確認されています。現在、建

造物火災後の耐久性に関わる「耐火性」の実験が進ん

でおり、今後は『ジオポリマー』の次なる性能検証とし

て、建造物の施工品質に関わる「アルカリ骨材反応の抑

制」や、長寿命化に大きく関わる「中性化の抑制」等をテ

ーマとして、研究が進められる予定です。

　現在の『ジオポリマー』の開発は実験の段階ですが、

さまざまな課題を克服し、これを構造建材として実用に

耐えうる水準まで高め、環境負荷低減と建造物の長寿

命化の両立による「持続可能な社会の実現」が、我々

プロジェクトの最終目標です。

一宮研究室の皆様 大分工業高等専門学校

研究室での実験の様子 実験供試体の制作

大分工業高等専門学校  都市･環境工学科 教授　一宮 一夫

ジオポリマーの開発についてジオポリマーの開発について
　『ジオポリマー』との出会いは、長崎で開かれた建造物の長寿命化に関する研究会後に、西松建設の原田
上席研究員から共同研究のお話をいただいた5年前に遡ります。公共インフラの老朽化・劣化が社会問題
となり始めた時期であり、また、研究者としての私の最初の研究テーマが「コンクリートの酸による劣化」だ
ったこともあり、自然な形で研究に参加できました。企業との共同研究は、色々な面で刺激になっていま
す。企業研究のスピード感やコネクションの広さは、短期間での成果に結びついていると思いますし、建設
のプロとの仕事は、自分が教育・研究のプロとして成すべき使命を明確にしてくれました。また、『ジオポリ
マー』の研究を通じて、学生達に「環境」や「公共インフラの重要性」の教育ができるのは、教育者とし
ての武器を与えてもらった感があります。研究を進めるほどに、現在の『ジオポリマー』の利点・欠点
がよく見えてきます。万能とは中々いきませんが、欠点を克服し、利点を活かし、適所に使える建材
を一日も早く開発したいと考えています。

・
・
・

・

・
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　現在、多くの除染事業を担当しているのは、西松建設

を含んだ「建設会社」です。しかし厳密に言うと、実は「除

染事業」は、建設会社が生業として請負う建設事業とは

異なります。なぜなら「除染事業」は何かを「建設する」

わけではないからです。では、なぜ建設会社が「除染事

業」を担っているのでしょうか？それは、建設会社がこれ

までさまざまな建設事業で培ってきた建設技術や、工

程管理・業務管理、安全管理、資機材の調達などの建設

マネジメントが、そのまま「除染事業」に活かせるからに

ほかなりません。西松は今「除染事業」というフィールド

■ 西松建設が除染事業に携わる理由

　福島県西白河郡西郷村は、日光国立公園の甲子温泉、

阿武隈川の源流、楽翁渓などを擁し、西に那須の峰々を

見る風光明媚な村落です。しかし、2011年3月の東日本

大震災にともなう福島第一原子力発電所の事故により、

除染が必要な状況となりました。

　当社は、この西郷村において2013年6月から、空間線

量率を0.23μSv／h以下（h=1mの高さで測定）にする

「除染事業」に携わっています。現在、北日本支社東北支

店西郷出張所で住宅246区画（除染面積739,563㎡）

を、関東建築支社西郷大平出張所で住宅851区画（除染

面積715,337㎡）、同西郷上野原出張所で住宅・公共施

設など667区画（除染面積879,134㎡）を対象に、常時

40名の当社社員と330名の作業員が、地域の生活環境

改善のため、日々除染作業に取組んでいます。

■ 福島県西郷村での除染事業の概要

我々ができうる最大限の貢献は

建設会社が取組む除染事業の今

居住者の皆様が住み続けられる生活環境を
取り戻すために、西松が今できること。
2011年3月の東日本大震災発生、福島第一原子力発電所の事故により、東北地方は広範囲にわたり放射性物質によ
る汚染の危機にさらされました。特に、福島県では多くの地域に影響が広がり、今も立入りが制限されている地域があ
ります。そんななか、これら放射性物質を生活圏から除去すべく「除染事業」が各地で進められています。今回は西松
建設が担当する、福島県西白河郡西郷村での除染作業を事例に「除染事業」の今をお伝えします。

住者
FUKUSHIMAFUKUSHIMA

福島県

西郷村
にしごうむら

で、地域の生活環境を取り戻すため「企業活動を通じた

貢献」に関わっているのです。

にしごうむら



16NISHIMATSU CSR REPORT 2014

特
集

会
社
概
要・事
業
概
要

2
0
1
2
年
度
の

主
な
竣
工
実
績

ト
ッ
プ
メ
ッ
セ
ー
ジ

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

N
-V
ision2020

Ⅱ 

安
全･

健
康

N
-V
ision2020

Ⅰ 

建
設･

顧
客

N
-V
ision2020

Ⅳ 

ガ
バ
ナ
ン
ス

N
-V
ision2020

Ⅲ 

雇
用･

人
権

N
-V
ision2020

Ⅴ 

環
境

N
-V
ision2020

Ⅵ 

地
域・社
会

N
-V
ision2020

Ⅶ 

産
業・サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン

N
-V
ision2020

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

　一口に「除染」といっても、そのプロセスは数多くの手

順と膨大な作業をともないます。具体的には、建物屋根・

壁・雨樋、舗装面、側溝・塀の高圧水洗浄、表土の剥ぎ取り

および被覆（庭の土、草・芝、雑種地・法面）、除草、砂利・砕

石の除去・被覆、庭木・防風林の剪定などを行い、それら

廃棄物（土壌や洗浄水、剪定物）を運搬するとともに、遮

蔽土嚢や遮水シート、管理枡で流出防止を施した仮置場

を設置し、そこに搬出物を仮置・処理し、除染を実施した

対象の線量測定などを実施します。また、作業にともな

い地権者の方々との事前立会いや要望の把握など、皆様

のご理解・ご協力をいただきながら、すべての対象区画

一つひとつに丁寧に対応しながら、作業を進めています。

■ 除染事業のプロセス

　西松社員をはじめ作業員全員が「一日も早く住民の

皆様が安心して暮らせる生活環境を取り戻したい！」と

いう一念で作業にあたっています。しかし、作業を阻害

する「自然との闘い」という一面も存在します。広大な

■ 業務における苦労と社員の思い

　西郷村では、東日本大震災の被害と同時に、それにともなう福島第一原子力発電所の事故、そして風評
被害といった2次的・3次的な被害により、村民の方々の生活と心は大きく傷つきました。そのような村民の
方々に、我々ができうる最大限の貢献は何か？それは地権者の皆様の要望を確実にとらえ、それを業務に正
確に反映させ、かつ作業中もご迷惑をかけない“細心の注意”だと考えます。そのような心構えで業務に取
組み、日々完了する住宅除染の役場確認検査で、地権者の皆様から「本当にありがとうございます」
と言われた時は、まさに“地域に貢献できた＝CSR”という実感が湧きました。社員、作業員とも家
族を残し、全国から集まって作業に邁進しています。社員は自分の技術キャリアをなげうって
業務にあたっています。そんな現状においても「西郷村の一日も早い生活環境の回復」とい
う使命感のもと、品質・安全を確保しつつ我々はこの業務をやり遂げます。

北日本支社東北支店  西郷出張所 所長　古井 正嗣

我々ができうる最大限の貢献は我々ができうる最大限の貢献は

●除染事業のプロセス

取りのぞく（除去） 放射性物質が付着した表土の削り取り、枝葉や落ち葉の除去、建物表面の洗浄等により、放射性物質を生活圏から
取りのぞきます。

さえぎる（遮へい）放射性物質を土やコンクリートで覆うことで、放射線を遮ることができるので、結果として空間線量や被ばく線量を
下げることができます。

遠ざける 放射線の強さは、放射性物質から離れるほど、弱くなります。このため、放射性物質を人から遠ざければ、人への
被ばく線量を下げることができます。また、放射性物質のそばにいる時間を短くすることも「遠ざける」ことになります。

●除染とは？ ＜環境省HPより＞
　除染とは、生活する空間において受ける放射線の量を減らすために、放射性物質を取りのぞいたり、土で覆ったりすることです。

※放射線、放射能、放射性物質の違い
「放射線」は物質を透過する力をもった光線に似たもので、α線、β線、γ線、x線、中性子線などがあります。放射線はこれら種類によって物を通り抜ける力が違い
ますので、それぞれ異なる物質で遮ることができます。この放射線を出す能力を「放射能」といい、この能力をもった物質のことを「放射性物質」といいます。懐
中電灯に例えてみると、光が放射線、懐中電灯が放射性物質、光を出す能力が放射能にあたります。

森林地域も除染対象に入っており、自然林の倒木やマ

ムシやヤマカガシ、スズメバチ等の有毒生物の存在、地

崩れを引き起こしたり、廃棄物重量を増大させる雨や

雪など、自然豊かな地域だからこその課題もあります。

また、除染自体が近年始まった特殊な業務のため、未だ

に明確な作業手順・基準もない状況です。社員にとって

も初めてのことが多いため、設計書や国のガイドライン

だけでなく、当社の他地域での実績にもとづき、また新

たなマニュアルを作りつつ、作業を進めています。この

ように除染作業は大きな困難をともなう業務ですが、

最後にはお住まいの方々の笑顔と「ありがとう」の言葉

をいただき、大きな励みとなっています。

事前立会 事前
モニタリング

生活圏の
森林除染 足場組立 屋根の除染 樋の除染

地権者立会 森林草刈 屋根の高圧洗浄 壁面の高圧洗浄 宅内表土削取り 一時保管場所への仮置き

北日本支社東北支店
西郷出張所の社員

関東建築支社西郷大平出張所、
西郷上野原出張所の社員

壁の除染 コンクリート
たたきの除染

庭・法面の
除染

汚染土壌の
運搬 舗装の除染 汚染水凝集

固化沈殿処理

1

2

3
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2010年度から始まったCSR経営も4年を経過するなか、確固たる理念にもとづくCSR活動を
着実に実践してきました。中長期的な目標設定と活動を基軸としたCSRマネジメントを継続し、
ステークホルダーの皆様に信頼される企業を目指します。

■ CSR活動推進体制
《CSR委員会》
　CSR活動に関する最高決定機関として「CSR委員会」

を設置しています。社長を委員長とし、土木事業本部、

建築事業本部、開発・不動産事業本部、管理本部の各本

部長、共通部門の担当役員および社長室長からなり、

2014年度からは、新設された国際事業本部も加わった

体制となります。「CSR委員会」の主な役割としては、

CSR連絡WG等で立案したCSR活動案の承認や、

N-Vision2020にもとづく中長期目標に関するCSRマ

ネジメントの推進などがあります。2013年度は、8回の

CSR委員会を開催し、年度目標の設定、達成度確認、

CSRレポート発行等のCSR活動に関する承認などを行

いました。また、CSR推進を強化するため、2013年度ま

でのCSR・コンプライアンス推進部をCSR経営推進部

すべてのステークホルダーの皆様との
「Win-Winの関係」を実現するための
着実なCSRマネジメント

マネジメント

勇気、礼儀、正義
～挑戦する姿勢、感謝する気持ち、正しい姿勢～

培ってきた技術と経験を活かし、価値ある建造物とサービスを社会に提供することで、
安心して暮らせる持続可能な社会・環境づくりに貢献する。

社 是

企業理念

西松建設では、一人ひとりがCSRの実践者であり、日常業務の中ですべてのステークホルダーを意識して行動する
ことを目指します。自由闊達で風通しの良い社内風土のもと、会社と社員が互いに信頼しあい、ステークホルダーの
皆様とWin-Winの関係を実現する『すべての人を大切に想う』CSR経営を実践していきます。

1. お客様一人ひとりの想いを大切にし、お客様の求める夢の実現に向け、豊かな生活環境を創造します。
2. 社員をはじめ、当社に関わり働くすべての方々とその家族が、健康で充実した生活を送り、
　 一人ひとりが遺憾なく能力を発揮でき、働く誇りを持てる職場を実現します。
3. 社会からの期待や要請を認識して、コンプライアンス精神に則った勇気ある行動を実践し、
 　社会常識と乖離しない健全な企業活動を推進します。
4. 次世代の人を想い、持続可能な社会に貢献するため、よりよい環境の創造と保全に向けて積極的に行動します。
5. 国内外を問わず、地域社会の人々と密接なコミュニケーションを図り、企業として社会貢献に積極的に取組むとともに、
　 社員一人ひとりの取組みを支援します。

～CSR経営の５つの取組み～

CSR経営方針

C
S
R
活
動
の

検
討
主
体

CSR活動の検討参加

活動支援
意識啓発

CSR活動の発案

本･支社、支店
現場、部署

社員一人ひとり

関係各部門

活
動
の
決
定
と
実
践

事務局
WG
とりまとめ

CSR活動の上申

社長室

CSR経営推進部

社長

経営会議

取締役会

CSR委員会

CSR活動の
最終決定

連携
CSR連絡WG 社会貢献WG

CSR活動
実践主体

●西松建設におけるCSR活動の推進体制

支
社
C
S
R
推
進
部

と改め、各支社にはCSR経営推進部と連携して浸透を

図る支社CSR推進部を設置しました。
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《CSR連絡WG》
　具体的なCSR活動の検討・立案組織として「CSR連絡

WG（ワーキンググループ）」を設置しています。社内の

関連各部門の担当者をメンバーとして、全体会ととも

に、テーマ毎に部会を設置し、各種CSRの推進について

検討しています。2013年度は、部会活動として、CSRレ

ポート制作やCSR活動の年度目標検討および中間確

認、西松ブランドづくりに関する検討、従業員意識調査

への対応に関する検討、社内表彰制度に関する検討な

どを実施し、全体会としては支社メンバーも含め計5回

のWGを実施しました。

《社会貢献WG》
　「CSR連絡WG」のほかに、特に社会貢献活動を専門

に検討する「社会貢献WG（ワーキンググループ）」を設

置しています。総務、人事、広報、職員組合など、特に社

会貢献活動に関係性のある部署の担当者をメンバーと

して、社会貢献活動の推進について検討しています。

　2013年度は、現場での活動実施や社員のボランテ

ィア参加支援、当社としての地域防災拠点機能整備に

関する事項、応急危険度判定士の登録推進、全社一体

となった社会貢献イベントなどについて議論しました。

■ N-Visoin2020と関連アスペクト
　CSR経営の推進にあたり「（当社をとりまく）社会的課題に対応した7+1のCSR活動ポイント」として設定した合計8

つの活動カテゴリー毎に「2020年のあるべき姿」としての『N-Vision2020』を掲げています。そして、この

『N-Vision2020』の達成に向けた中長期および単年度の目標を設定し、各種活動に取組んでいるところです。

『N-Vision2020』の考え方および体系は、2011年から継続しているものとなりますが、2013年末に発行された

『GRIガイドライン第4版』に示される「関連アスペクト」との対照は下記のとおりです。
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想定する具体的
ステークホルダー

顧客、ユーザー
社会

社員、顧客
協力会社ほか

社員
社会

投資家、株主
金融機関、社会

環境
社会

社会
地域コミュニティ

協力会社ほか
産業界

全ステーク
ホルダー

CSR経営として
対応すべき事項

・品質・技術について
・お客様への対応について

・現場の安全について
・就労者の健康について

・人材の育成について
・雇用の場について

・コーポレートガバナンス
（経営）
・コーポレートガバナンス
（組織）
・コンプライアンス
・リスクマネジメント

・環境保全の取組みについて
・環境技術開発と有効活用

・社会貢献活動の推進
・環境技術開発と有効活用

・建設産業発展への寄与
・CSRパートナーシップの
醸成

・CSRコミュニケーションの
推進
・CSRアカウンタビリティの
確保

2020年のあるべき姿
＜N-Vision2020＞

◎最高水準の施工・サービス品質の追求
◎すべてのお客様の最上満足度の実現

◎労働災害ゼロの実現
◎長時間労働の解消と快適職場の実現

◎持続性確保に向けた人的資源への
積極投資

◎人材の定着に向けた社員満足度の向上

◎説明責任に対応した
コーポレートガバナンスの確立

◎業務と組織の見える化による信頼確保
◎コンプライアンスの徹底
◎徹底したリスク管理による事業の
継続性と信頼確保

◎『環境配慮企業宣言』に向けた取組強化
◎環境ソリューション事業の積極展開

◎企業市民としての積極的社会参加
◎事業スキルを活かした貢献

◎産業育成リーディングカンパニーへ
向けた挑戦

◎適正なCSRサプライチェーンの構築

◎CSR活動の積極的発展
◎CSR活動の適切性確保

関連アスペクト
（GRI第4版） 

顧客の安全衛生
製品および

サービスのラべリング

最
重
要
対
応

対
応

継
続
対
応

重
点
対
応

重
点
対
応

重
点
対
応

継
続
対
応

継
続
対
応

継
続
対
応

労働安全衛生
労働慣行に関する
苦情処理制度

研修および教育
非差別

エネルギー
製品およびサービス
コンプライアンス

間接的な経済影響
地域コミュニティ

サプライヤーの
環境評価

サプライヤーの
労働慣行評価

（関連アスペクトなし）

腐敗防止
反競争的行為
コンプライアンス

重要性

社会的課題に対応した
7+1のCSR活動ポイント

Ⅰ＜建設・顧客＞
良質な建造物による価値創造
顧客満足の提供

Ⅱ＜安全・健康＞
安全な産業の実現
適正な労働環境整備

Ⅲ＜雇用・人権＞
働き続けられる職場づくり
公平・公正な雇用の創出

Ⅳ＜ガバナンス＞
適正な企業活動
適切な情報開示

Ⅴ＜環境＞
地球環境の次世代への継承
循環型社会への対応

Ⅵ＜地域・社会＞
地域・社会への貢献
大規模災害への対応

Ⅶ＜産業・サプライチェーン＞
建設産業の発展
協力会社との適正な関係構築

＜コミュニケーション＞
ＣＳＲ発展に向けた
コミュニケーション
社会に対するＣＳＲの説明責任
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■ CSRマネジメント
　西松建設では『N-Vision2020』達成のため、中長期および単年度の目標を設定し活動する「CSRマネジメント」

を推進しています。CSR委員会は、通常の委員会メンバーに加え全国の支社長も参加した中で、年2回「CSRマネジ

メント会議」を開催しています。年度末に開催されるCSRマネジメント会議では、活動状況の最終確認（Check）と改

善レビュー（Action）を実施し、次年度目標を設定（Plan）します。その目標を受け、4月から全社各所においてCSR

活動が実施（Do）されることとなります。また年度中間期にもCSRマネジメント会議による活動確認（Check）を行

います。なお、年度目標の確認については、CSR連絡WGの部会の一つである「目標検討部会」が担い、全社のCSR

活動に関する達成度と目標案を「CSR活動に関する目標設定・管理シート」にまとめたうえで、CSRマネジメント会議

に上程します。このように、西松建設ではCSR活動に関するPDCAを回しています（下図を参照）。2013年度は

2013年12月と2014年3月に「CSRマネジメント会議」を開催しました。2013年度の「CSRマネジメント」で確認さ

れた活動実績および2014年度の主な活動計画の概略は下表のとおりです。

マネジメント

社会的課題に対応した
7+1のCSR活動ポイント

2020年のあるべき姿
＜N-Visioin2020＞

2013年度の
主な活動実績

Ⅰ＜建設・顧客＞
良質な建造物による価値創造　顧客満足の提供

・品質・サービス面で訴求できる西松ブランドの検討
・顧客満足を的確に把握するためのお客様アンケートの見直し

◎最高水準の施工・サービス品質の追求
◎すべてのお客様の最上満足度の実現

Ⅱ＜安全・健康＞
安全な産業の実現　適正な労働環境整備

・建設業労働安全衛生マネジメントシステム（COHSMS）に
もとづく活動の実施
・適正労働時間管理の啓発と実態チェックの実施

◎労働災害ゼロの実現
◎長時間労働の解消と快適職場の実現

Ⅲ＜雇用・人権＞
働き続けられる職場づくり　公平・公正な雇用の創出

・研修効果向上に向けた技術研修の見直しと、資格取得の推進
・従業員意識調査での懸案事項に対する社内対応状況の確認

◎持続性確保に向けた人的資源への積極投資
◎人材の定着に向けた社員満足度の向上

Ⅳ＜ガバナンス＞
適正な企業活動　適切な情報開示

・コーポレートガバナンスにおける現体制の適切性の確認
・内部統制システムの適正運用に向けた業務分掌および職務
権限の見直し
・コンプライアンスに関する啓発と、ハラスメント対策の実施
・最高統治機関におけるリスクマネジメントの実施と、
BCPの充実に関する検討

◎説明責任に対応したコーポレートガバナンスの確立
◎業務と組織の見える化による信頼確保
◎コンプライアンスの徹底
◎徹底したリスク管理による事業の継続性と信頼確保

Ⅴ＜環境＞
地球資源の次世代への継承　循環型社会への対応

・環境データ集計システム強化や、環境意識向上に向けたeco
検定の取得推進
・環境ソリューション事業の推進と、ZEBに向けた技術の蓄積

◎『環境配慮企業宣言』に向けた取組み強化
◎環境ソリューション事業の積極展開

Ⅵ＜地域・社会＞
地域・社会への貢献　大規模災害への対応

・社会貢献活動の推進と、全社展開可能な活動の検討
・地域防災拠点整備に関する可能性調査の実施

◎企業市民としての積極的社会参加
◎事業スキルを活かした貢献

Ⅶ＜産業・サプライチェーン＞
建設産業の発展　協力会社等との適正な関係構築

・見学会やインターンシップを通じた建設産業の啓発
・N-NETの適正化と有効活用に関する検討

◎産業育成リーディングカンパニーへ向けた挑戦
◎適正なCSRサプライチェーンの構築

＜コミュニケーション＞
ＣＳＲ発展に向けたコミュニケーション
社会に対するＣＳＲの説明責任

・社外有識者によるステークホルダーダイアログの実施
・CSRマネジメントによるPDCAの確保（2順目）

・
・

・
・

・
・

・
・
・
・

・
・

・
・

◎CSR活動の積極的発展
◎CSR活動の適切性確保

・
・

・
・

活動確認

4月～社内各部署・現場で活動4月

12月（中間）
3月（年度末）

3月（年度末）

活動指示

目標承認
改善指示

目標案検討
活動レビュー

CSR委員会

目標検討部会
CSR連絡 WG

Do
（活動実施）

Check
（活動確認）

Plan
（目標設定）

Action
（活動改善）
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マ
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■ 重点対応と成果（KPI達成度）
　『N-Vision2020』の達成を目指すCSRマネジメント

の中で「環境」「雇用・人権」「ガバナンス」の活動ポイント

のビジョン達成を「重点対応」と位置づけ、それぞれ

「環境経営度」「人材育成状況」「ガバナンス情報の開

示状況」について重要経営度指標（KPI）を定め、管理

しています。

《人材育成状況》
　国土交通省の経営規模評価結果等における一級資

格数の従業員数に対する割合を指標としています。

2013年度は、資格取得を積極的に推進しましたが

68.6％と、結果として前年比0.46ポイント減となりまし

た。伸び悩みの原因として、有資格者の退職と新入社

《ガバナンス情報の開示状況》
　GRIガイドラインのガバナンス項目の開示率を指標

として、透明性ある開示に努めてきました。2013年度

は80%と、同業他社との比較において最も多いレベル

を維持しています。なお、GRIガイドライン第4版が発行

されたため、これを参考により客観的な他社比較がで

きる指標について検討する予定です。

《環境経営度》
　（株）日経リサーチによる“環境経営度指標ランキン

グ”を指標としています。2013年度は非製造業、建設

業の分野で10位（2012年度13位）となり、着実に順位

を上げています。但し、目標とする1位に向けては、より

実効的な取組みが必要となるため、今後、全社をあげ

た取組みをさらに活発化させていきます。

ト
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外部有識者※による第三者評価 2014年度の主な活動計画

・
・

・

・

・
・

・
・

・
・

・

・

・
・

・
・

・
・

・西松ブランド構築に向けた将来事業像の検討
・お客様アンケートの有効性と評価を高める活動の実施

・現場の実情を考慮した安全衛生活動と安全教育の実施
・残業時間のさらなる削減に向けた具体的活動実施

・技術研修の充実と、資格保有者数向上に向けた活動
・社員のモチベーションに寄与するCSR表彰制度の確立

・現体制によるコーポレートガバナンスの維持
・継続的な内部統制システムの適正運用
・コンプライアンスの継続的な啓発と、ハラスメント対策の充実
・リスクマネジメントの充実と、情報リスク管理の強化

・体制のさらなる強化と、環境施策としての「環境イベント」開催
・環境ソリューション事業の推進と、ZEB開発における技術の蓄積

・社会貢献活動の継続推進と、社員のボランティア参加支援
・防災拠点整備の具体策検討と、企業スキルを活かした活動強化

・建設産業の魅力発信の継続
・N-NETの有効活用と、協力会社との関係強化策の実施

・ステークホルダーダイアログの継続実施
・CSRマネジメントの継続推進と第2次中期目標づくり

社外有識者を招いたダイアログを今年も継続し、重点対応とした3つの活動ポイントの進捗が確認
されました。外部からの期待に沿った活動推進に活かされることを期待します。

協力業者の施工状況報告が見直されたことは、品質向上や安全確保への確実な進捗です。表彰制
度とともに、西松の現場力アップが目に見える成果に是非つなげていただきたい。

東北「ひまわりプロジェクト」の継続や、香港での海岸清掃、タイでのマングローブ植樹など、西松建
設らしい地域・社会に寄り添った貢献を今後も期待しています。

すべての社外役員からのメッセージは西松のガバナンスが有効に機能することを示す確実な証左と
言えます。業界トップの充実した体制と透明性ある情報開示の継続を期待します。

環境委員会の発足により権限委譲が進み、支社を含む全社体制も充実しました。環境データの外部
保証も開示情報の信頼性向上への大きな前進と言えます。

人事データの開示が大きく前進し、さらに外部保証を受けた点が評価されます。これらの中からより
重要な指標を決め、改善に向けた具体的な取組み推進が望まれます。

災害のなかでも特に重要視してきた墜落・転落の発生率低減、および海外の安全衛生の取組み紹介
が評価されます。西松グループ全体での安全レベル向上を期待します。

2013年度報告では、建築事業でお客様アンケートの結果が開示されました。顧客満足は品質向上
の最終目的であり、重要なKPIと言えます。今後の推移に注目しています。

※（株）サステナビリティ会計事務所
マネジャー  中島 史博

■ 社内啓発
　CSRマネジメントやCSR活動のほか、CSRに関する意

識の醸成を目的とした社内啓発（研修）を推進しており、

新入社員研修をはじめ、各階層別の研修や職種別の研

修などで、CSRの啓発を図っています。特に年1回、本・

支社、支店にて、さまざまな階層や職種の社員を織り交

ぜた「タテ型研修」を開催し、グループ討議を中心とし

た内容でのCSRの浸透を図っています。2013年度は、

タテ型研修を350名が受講し、他の研修も含め計973

名が研修に参加しました。

員の増加も考えられ、今後はより実効的な指標への変

更も視野に取組む予定です。



国際事業本部の新設

　2012年度より開始した中期経営計画2014では、海外建設事業を新たな柱とすべく取組んできました。2014年４月、これをさ
らに推進強化するための施策として、海外支社を国際事業本部へと昇格させる組織改編を行いました。これにより、リスク管理
のさらなる徹底と責任の所在をより明確にした事業展開が可能となります。中期経営計画2014に掲げる連結売上高比率20%
を目指し、新体制による一層の国際事業推進を図ります。
　品質管理面に関しては、海外建設事業においては進出国毎に異なる品質基準があるため、新設した国際事業本部内に
「安全環境品質課」を設け、これに対応するとともに、日本国内の品質管理手法も取入れ、品質確保・向上のサポートを
行っていきます。

TOPICS
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140年の技術と経験から品質とサービスを考えた
すべてのお客様に満足いただける
モノづくりを通じた価値の提供

建造物とサービスを提供するにあたり、培ってきた確固たる技術と経験にもとづき、常にお客様の目線に立った
クオリティーを実現することで、建造物という社会資本の価値向上とお客様の満足による信頼獲得に努めます。

■ 品質マネジメント（ISO9001）
　顧客満足度向上・品質向上を全社の品質目標に掲

げ、その達成のためにISO9001にもとづく品質マネジ

メントシステムをひとつのツールとして、工事受注時

から設計、施工、引渡し後の対応に至るすべてのプロ

セスでさまざまなチェック・確認を行うしくみを構築・

運用しています。

　この国際規格であるISO9001は、当社が1996年

11月に認証を取得して以来、18年間にわたり第三

者審査機関による審査を経て、現在まで継続・維持し

ています。

　また、この品質マネジメントシステムを継続的に改善

するために、毎年度末にトップマネジメント（社長を含

む各事業本部長等）によるレビューを実施し、システム

そのものの有効性に対するチェックを行っています。

N-Vision2020
Ⅰ 建設･顧客

日々の活動の中で施工品質を高め、信頼を確保する具体的な取組みを推進しました。
品質・サービスの取組みを「ブランド」として構築するための検討を開始しました。

品質やサービスをお客様目線をもとに、従来の「お客様アンケート」を見直しました。
建物の一生に一気通貫のサービスを提供する仕組みの実現に向けた検討を進めました。

西松建設はCSR経営方針に基づいたN-Vision2020実現のため、
品質マネジメントシステムの運用・改善に努め“建設・顧客”分野の目標達成に向け活動します。

ビジョン達成に向けて

2012年7月2日制定

Ⅰ．

Ⅱ．

高い品質の建造物・サービスの提供
技術の開発・高度化を推進し、社会の要求・信頼に応えた高い品質の建造物とサービスを提供します。

お客様の満足度向上
よりよい企画の提案、高い品質の建造物・サービスの提供およびそのサポートの充実により、
お客様をはじめすべてのステークホルダーの満足度向上に努めます。

最高水準の施工・
サービス品質の追求

すべてのお客様の
最上満足度の実現

西松建設品質方針

品質方針

全社目標の見直し

西松マネジメントレビュー

本社部署目標の見直し
支社マネジメントレビュー（2次）

支社目標の見直し

支社マネジメントレビュー（1次）

中間期レビューの実施
（必要に応じ）

支社内部署、出張所目標の
見直し

西松マネジメントレビュー
結果指示

（システムの見直しを含む）

顧客要求事項の確認
入手時連絡会議の開催 施工管理検討会の実施
施工計画書の作成 業者選定 施工の実施
品質パトロール（内部監査）の実施 引渡し時の対応

（設計・開発） 契約内容の確認

期
末

期
首



　近年発生したトンネル天井板崩落等の事故によって、山岳トンネルの覆
工コンクリートに対する品質確保・向上の要求がより高まっています。西松
建設では覆工コンクリートの高品質化に努めており、その一つとして山岳
トンネル覆工コンクリートの打設方法「マイスタークリート工法」を開発し、
国交省・後呂地トンネル工事に現場適用しました。特に弱点となりやすい
覆工天端部に特殊なバイブレータ等を装備して、熟練技能者による施工
と同等以上の品質を確保するための工夫をしています。今後も、山岳トン
ネル現場へ適用を図り、より一層の高品質化を目指していきます。

西松の土木技術2014
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■ 土木構造物の品質確保・向上のために ■顧客満足度の向上のために
　土木構造物は、ほとんどが“現地一品生産”という

特性をもっています。そのため外見は同じようでも、

施工環境・設計荷重等の条件によって、その構造は大

きく異なります。西松建設では、お客様のニーズを把

握しつつ、目的性能を満足する高品質な構造物を築

造するため、各々の現場において材料・資機材の選定

から搬入ルートの確保、近隣環境への配慮等、さまざ

まな条件を考慮のうえ、綿密な施工計画を立案して、

品質のうえで“現地一品”に最も相応しい施工を行い

ます。特に、難易度の高い工事は、社内の専門技術者

からなる「施工技術委員会」が指導し、品質確保・向上

のための施工方法の検討や材料の選定など、施工計

画の立案を支援しています。

　土木構造物は、その大半が社会インフラであり、直

接のお客様は大半が官公庁となります。そこで、顧客

満足度の指標として、客観的な評価である工事成績

点の高得点取得を目指し、品質証明員の適正配置、新

技術の開発・積極採用に取組んでいます。2013年度

は、品質証明員の増強策として、一人の担当数を限定

し、現場あたりのチェックを強化したり、NETIS技術の

積極採用などに重点を置いて、品質確保＝工事成績

点の向上に努めてきました。また、工事成績点におい

ては安全管理も重要な要素となります。2013年度は

前年度課題となった「ヒューマンエラー」の防止策によ

り災害防止に取組みました。

　なお、民間企業のお客様には「お客様アンケート」に

ご協力いただき、評価を本社・関係部署へ確実にフィード

バックしています。
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●土木事業における取組み

切削セグメント工法により構築した
道路分合流部

●マイスタークリート工法：覆工コンクリートの
　高品質化技術を開発

●切削セグメント工法：シールド機で直接切削可能なセグメントを開発

天端吹上げ口

マイスタークリート工法の概要

コンクリート打設
加圧充填

吸引チューブ

引抜きバイブレータ

　大深度道路トンネルの分合流部を構築する技術として、シールド機で容易に切削可能なガラス繊維補強コンクリート
セグメント（GFRCセグメント：Glassfiber Reinforced Concrete）を開発しました。従来の分合流部施工は、2本の
シールドトンネルを平行に築造し、トンネル周囲に地盤改良を行ってから
トンネル間の地山を掘削するため、多くの時間と手間がかかっていまし
た。本技術を用いると、後行シールド機でセグメントを切削しながら施工
することが可能となり、トンネルをオーバーラップさせることで、分合流部
の断面積を縮小することができます。
このように分合流部の覆工を合理的な
構造にできるとともに、地盤改良も最
小限になるため工期が短縮され経済
的にも有利になります。今後はニーズ
の増えている地下道路トンネル工事に
積極的に提案していく予定です。 分岐・合流断面図概要

後行トンネル 先行トンネル

GFRC
セグメント

併設したトンネル接合
による構造幅

GFRCセグメント採用による構造幅



安全性の向上とコスト低減が可能な杭工法中間および
先端に拡径部を有する場所打ちコンクリート杭工法（Me-A工法）を開発
　Me-A工法は、アースドリル工法により、杭軸部の
中間および先端に節状の拡径部（節）を設けて、建
物を支える力を増大させた場所打ちコンクリート杭
工法です。杭軸部の中間部にも拡径部を設けて地盤
の抵抗を大きくすることで、従来の拡底杭のように建
物の自重を支える支持性能を先端だけで増大させ
ず、先端と中間に分散して増大させることができるこ
とから「建物の沈下リスク」が軽減され、安全性の
向上が期待できます。また、この拡径部は、地震動に
おける杭の引抜き抵抗としても有効に働き、地震時
に建物を転倒させようとする力にも抵抗するため、
建物の耐震対策としても活用できます。

西松の建築技術2014
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■ お客様の最上満足度実現への取組み

■最高水準の施工サービス品質の
 提供に向けた取組み

　西松建設の顧客満足度向上の基本スタンスは、お客

様に信頼されるパートナーとなることです。顧客企業の

潜在ニーズを把握しながらお客様の視点で提案を行

い、お客様が抱える問題を一緒に解決していきます。

　その状況把握のツールとして民間のお客様向けに、

工事中と竣工時の2回に分けて「お客様アンケート」を

実施しています。「お客様アンケート」は、建造物のでき

映え、営業・設計・現場等各部門の対応や活動などにつ

いて、お客様からの生の声（評価）が反映されます。アン

ケート結果は、お客様にご満足いただくため最大限に

活用し、是正・改善に結びつけています。2013年度の

評価では、最上級のＡ評価の割合が70％という結果で

した。「お客様アンケート」は2014年以降も引き続き実

施する予定で、2014年度の目標としてアンケートA評

価75％以上の獲得に向け取組むとともに、最終的には

90％以上を目指しています。

　お客様の要望に則った良質な建造物の提供を趣旨とし

て、独自の「品質管理基準」を設け、品質管理を行っていま

す。本社建築技術部を中心として、各支社に品質管理を

担う部署を設置し、全社的なチェック体制を構築していま

す。その結果、全現場における複数回の社内品質パトロ

ールを実現し、品質確保を確実なものとしています。

■ 現場力向上への取組み
　「事業の源泉は現場にある」という原点に立返り、将

来の西松建設を支える人材の育成のため、若年層教育

に力を入れています。新入社員研修では3ヵ月をかけ

て、建築現場の施工管理の基礎をしっかりと身につけ

てから、それぞれの現場に配属しています。また2年

次、4年次、6年次の若年層教育においては、基本的な

建築技術研修を徹底して行い、建築施工管理に必要な

知識を身につけることを目的とします。

　教育を計画的に進めていくために、各年齢層におけ

る技術的達成レベルを設定し、習得すべきレベルを明

確にしました。資格取得の取組みとしては、30才まで

に、建築の一級資格（一級建築士、一級建築施工管理技

士）を取得するように教育・指導を行っています。

 2013年度末時点では、31才以上の建築施工職にお

ける一級建築施工管理技士の資格保有率は97％で、最

終的には100％を目指しています。また、一級建築士資

格取得支援のため、各種課題演習の提供、模擬試験の

実施、本試験前の合宿研修（学科、製図共）等を実施し

ています。

●建築事業における取組み

Ⅰ 建設･顧客

既往工法 Me-A工法

地盤の
抵抗

既往工法 Me-A工法

　従来より実施している三大瑕疵（ひび割れ防止、漏水

対策、タイル剥離）防止対策に加え、2013年度より

「不具合防止チェックリスト」を新規に追加し、瑕疵低減

に取組んでいます。
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■ 不動産ワンストップソリューションサービス
　建築物の生涯を考えてみると、建設費の部分は氷山

の一角であると言われます。建築物のライフサイクル

コストでは竣工引渡し後の運用・保全・修繕が大きなウ

エイトを占めますが、建築物の運用・保全・修繕をいか

に計画的に行うかにより、かかる費用の低減や建築物

の寿命が変わってきます。

　西松建設はお客様に喜ばれる建物を提供するため

に、高品質・低価格の建物をご提供することだけではな

く、ライフサイクル全般にわたって、建物の効率的な運

用に役立つさまざまなサービスを提供していきます。
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●開発・不動産事業、新規事業における取組み

■「LED農園®」事業の本格スタート
　西松建設グループは、新規事業の一環として、玉川

大学との産学連携事業により、LEDを使用した完全人

工光型植物栽培システム「LED農園®」の開発を進めて

きました。このたび植物工場導入を検討されるお客様

のショールームの役割を備えた『相模原サイテックフ

ァーム』（リーフレタス日産600株相当）が完成し「LED

農園®」事業を本格スタートしました。この「LED農園®」

の植物栽培システムについては、2014年4月14日より

販売を開始しています。

　また、2013年2月から玉川大学構内の『サイテック

ファーム（ＬＥＤ農園®）』にて生産された野菜『夢菜®』

を、小田急沿線のこだわりのスーパーOdakyu OX（小

田急商事（株））の18店舗で販売してきましたが『相模

原サイテックファーム』の完成にともない『夢菜®』の

販売をOdakyu OX全26店舗に拡大しています。

　西松建設グループは、LED農園を通じて、食糧需給

に対する世界的懸念に取組むとともに、企業の新規事

業に対する提案、雇用の創出、地域農業の活性化など

に寄与することにより、国内だけでなく地球規模の農業

に対するイノベーションとなる「新しい農業の形」を発

信し続けていきます。

　『不動産ワンストップソリューションサービス』では、

建物のライフサイクル全体を対象とし、当社の長年の

建設業で培った知識と実績を背景に、さまざまなサー

ビスを提供できる以下の４つの業務を中心とした専門

体制を構築し、お客様の要望に西松建設グループが一

元的に応えることでお客様の満足度を高めるとともに、

新たな収益の柱として展開を目指します。

26％ 建設費
（企画・設計費含）

保全費
・設備管理
・定期点検
・オーバー
 ホール
・清掃

運用費
・水道費
・光熱費

一般管理費
・税金
・保険
・利息
・一般事務

修繕・更新費

解体費

74％

建設費 25.3％

企画・設計費
1.0％

保全費 15.3％
修繕費 6.0％

一般管理費
26.0％

管理運営費

建設
関係費

運用費
（エネルギー費） 

21.2％ 更新費 5.2％

●西松建設が専門体制を構築する4つの業務

●ライフサイクルコスト（氷山を用いたイメージ）

【概念図】

【内訳】

PM（プロパティマネジメント）

テナント管理やコスト管理、建物や設備のメンテナンス業務、収益性を高
めるためのリニューアルのコンサルティングなども合わせて行うこと。

BM（ビルメンテナンス）

建築物を使用し、維持・管理するために、清掃・点検・警備・修繕などの
各種業務を行うこと。

CM（コンストラクションマネジメント）

建設プロジェクトの企画、設計、発注、工事、引き渡しの各段階におい
て、マネジメント技術を使って「スケジュール管理」「コスト管理」「品質
管理」「情報管理」などを行うこと。

FM（ファシリティマネジメント）

企業・団体等が保有または使用する全施設資産およびそれらの利
用環境を経営戦略的視点から総合的かつ統括的に企画、管理、活用
すること。

①システム、ハード面
・高出力・高耐久性LEDの使用により、光源の交換コストが
削減可能。

・軽量で耐震性を有する多段型高密度栽培棚・育苗棚の
採用により、効率よく野菜を生産可能。

・建設会社の建築技術により、野菜の生産量や栽培
システムを収容する建物の規模を考慮した
オーダーメイドの設計が可能。

・クリーンルームの採用により、無農薬での栽培が可能。

②運営・栽培ノウハウ、ソフト面
・玉川大学との産学連携協定による、栽培技術の提供。
・栽培システム運営のサポートとして、指導員の派遣や
JGAPと同等管理のための指導を提供。

・オプションとして、生産技術者育成支援や
JGAP取得支援等への対応も可能。

・2013年2月からの栽培、販売により培った、ノウハウを提供。

●「LED農園®」の特徴

多段型高密度栽培棚内部 サイテックファーム（LED農園®）で
生産された野菜『夢菜®』
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意識の醸成とマネジメントシステムにもとづいた
現場の安全確保・向上と
永く安心して働ける職場環境づくり

社員や協力会社の皆様など、当社の企業活動を支える「働く人々」すべてを、当社になくてはならない財産と
とらえ、安心・安全な職場環境整備を推進するとともに、お客様の安全面におけるリスク低減にも応えていきます。

■ 労働安全衛生マネジメントシステム
　西松建設では「建設業労働安全衛生マネジメントシ

ステム（COHSMS）」に準拠して安全衛生管理を行って

います。災害が発生してから再発防止を図る従来の“後

追い式”の手法から、事前に災害の発生要因を取り除く

（リスクアセスメント）による“先取り式”の安全管理に移

行し「計画（P）－ 実行（D）－ 点検・確認（C）－ 改善（A）」

のＰＤＣＡサイクルにより、安全衛生管理水準の継続的

な向上を目指しています。

■ 2013年度の労働災害状況
　2013年度は、2010年度の安全成績を目標に取組み

を行ってきました。墜落・転落災害防止に注力した点検

活動を行い、例年災害に占める墜落・転落災害の割合が

40％あったものを25％まで低減できたことは一定の成

果でしたが、災害発生件数は、ほぼ横ばいでした。例年、

不注意や経験不足に起因するヒューマンエラーによる

災害が発生しており、現場では、ベテラン技能者の不足

と高齢化、未習熟者等の増加により、安全指示やルール

が従前より浸透しにくくなっていると推測されます。

この傾向は今後も続くと予想されるため、繰り返しの

安全教育を通じて労働災害防止に努めます。

N-Vision2020
Ⅱ 安全･健康

建設業労働安全衛生マネジメントシステム（COHSMS）にもとづく安全管理推進と啓発活動を実施
しましたが、未習熟な技能者の増加もあり、安全成績は2012年度と同等の結果となりました。

長時間労働解消のため、適正な労働時間管理を推進しました。社員の労働時間管理への意識が
高まりましたが、仕事量の増加の影響もあり、平均残業時間は2012年度年より増加しました。

2014年度基本方針

ビジョン達成に向けて

人命尊重の基本理念に基づく「思いやり運動」を基調とし、法令順守と関係する全ての人々に配慮した安全衛生施策を構築し、
事業所で働く全ての人々が一致協力して、安全かつ健全で快適な職場環境を実現する。

労働災害ゼロの実現

長時間労働の解消と
快適職場の実現

西松建設の安全衛生基本方針

●安全・衛生

《安全衛生管理体制》
　労働安全衛生マネジメントシステムにもとづく体制

として、全社的な安全衛生管理の基本事項についての

最高決定機関であり、協議機関となる「中央安全衛生

委員会」を設置しています。そして、各支社・支店毎に

「安全衛生委員会」を、また各現場にも「災害防止協議

会」または「安全衛生委員会」を設置し、現場の安全確

保・向上にむけた具体的な対策を講じています。

●度数率

20122009 2010 2011 （年）
0

2.0

1.5

1.0

0.5

建設業当社 全産業

1.09

0.63

1.62

1.56

0.50

1.61

0.85 0.83

0.94

1.62 1.59

2013

0.89

●災害に占める墜落･転落災害の割合
●西松建設の安全衛生管理体制

※当社データは年度集計によるものです。
※当社の労働災害発生件数は、休業4日以上で算出しています。

※当社データは年度集計によるものです。
※当社の労働災害発生件数は、休業4日以上で算出しています。

20122009 2010 2011 （年）

（％）

0

60.0

40.0

20.0

建設業全体当社

34.8

2013

25.0

1.25
0.99

1.58

34.1

38.9

33.6

50.0

34.1

36.0

34.5

41.7

本社 中央安全衛生委員会

各支社・支店 支社・支店安全衛生委員会

各現場
災害防止協議会

または
現場安全衛生委員会

建
設
業
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働
安
全
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生

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
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テ
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■ 労働環境改善タスクフォース

■メンタルヘルス対策

　労働環境、特に長時間労働の改善に取組む組織とし

て設置された「労働環境改善タスクフォース」の活動も

3年が経過し、2013年8月に一定の成果をもって終了と

なりました。活動がスタートした2011年当時と比べ、休

日取得率は向上しました。一方、現場の残業時間や休日

閉所については、震災復興など建設工事量の増加や、人

員不足の状況からか、大きな変化は見られませんでし

た。ただし、アンケート等で把握した社員の時短に対す

る意識は、この3年で大きく変わったと認識できました。

また、現場の施工管理に、業務効率化を目的としてモバ

イル端末を導入するなど、業務改革も進めてきました。

　2013年度はメンタルヘルスについての正しい知識

と重要性を社員に理解してもらうための取組みとして、

メンタルヘルス研修を実施しました。新入社員、階層

別、管理職と幅広い層へそれぞれの立場に合わせた

「ラインケア」「セルフケア」教育を実施することで、各

個人の認識を高め、メンタル不調の予防につながって

いくと考えています。今後も、さまざまな機会をつく

り、メンタルヘルス研修を継続的に実施する予定です。

ト
ッ
プ
メ
ッ
セ
ー
ジ

会
社
概
要・事
業
概
要

2
0
1
2
年
度
の

主
な
竣
工
実
績

特
集

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

N
-V
ision2020

Ⅰ 

建
設･

顧
客

N
-V
ision2020

Ⅳ 

ガ
バ
ナ
ン
ス

N
-V
ision2020

Ⅲ 

雇
用･

人
権

N
-V
ision2020

Ⅴ 

環
境

N
-V
ision2020

Ⅵ 

地
域・社
会

N
-V
ision2020

Ⅶ 

産
業・サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン

N
-V
ision2020

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

●労働環境改善に向けて

■海外での安全衛生の取組み
　海外事業所においても“安全”は国内同様に施工品

質とならび重要な位置づけにあり、これまで以上に安

全・品質管理への取組み強化を図っています。特に注力

しているポイントは、以下のとおりです。

①ＰＤＣＡのサイクルが自然体で廻っていくシステム
　の確立
②安全と品質は担当部署の業務という意識（セクト主義）
　を撤廃して、全員参加で取組むシステムの確立
③指示した項目は、常に結果を確認する（モニタリング）
　システムの確立

　2013年に着工したHATCサワディ工事事務所（タイ）

では、上記指針に則り、日本式の安全と品質管理基準に

拠って、現地でも実現可能な“一つ上の管理”を目指し

ています。国内と同じく、朝の日本式ラジオ体操に始ま

り、KY活動、現場巡視および作業打合せ等を、毎日の安

全施工サイクルとして取込んでいます。

■ タスクフォース後の活動
　2013年度で、タスクフォースの活動は一旦終わりま

したが「新生西松にふさわしい『ワーク・ライフ・バラン

ス』を実現し働きがいのある職場環境の創造」を継続す

るため、9月以降は活動主体を各支社に移し「無駄を排

除した業務の効率化」「必要経費の予算化と目標時間

管理の徹底」「適正な申告の確認と指導の継続」「経営

層から一般社員までが取組み状況を把握できるシステ

ムの構築」という観点で、全社取組みを進めてきまし

た。11月度のモニタリングによれば、全社的には建設

朝礼の様子 工事領域打合せの様子

危険予知活動の様子 安全表彰の様子

需要の高まりから、前年より平均残業時間は増加しまし

たが、北日本支社で残業時間管理の面で大きな成果が

出ています。当該支社では、支社衛生委員会で全社員

の労働時間を管理し、問題がある労働環境に対しては、

是正勧告や現場支援などを行うなど、適切な管理を進

めています。今後、このベストプラクティスを参考に、全

社で社員のワーク・ライフ・バランスを確保した、適正な

労働環境づくりを進める予定です。

　国境を越えても安全・品質に対する意識「西松スピリ

ット」を忘れることなく、現地スタッフをはじめ、協力業

者への継承に努めています。



27 NISHIMATSU CSR REPORT 2014

適正な体制と人材開発にもとづく
誰もが働き続けたくなる会社づくり

西松建設では、会社の今そして将来を支え担う社員を、会社にとっての必要不可欠な財産と位置づけています。
全社員が熱意と意欲を持って働き続けられる職場環境づくりと、社員一人ひとりの自己実現に向けた支援を推進します。

■ 人材育成
《技術研修システム》
　段階的な人材育成を目的に、入社時の新入社員研修

をはじめ、2年次、6年次に習熟度の確認を兼ねた技術

研修等、入社後10年を目途に基礎技術の習得完了を

目指す育成のための研修システムを用意しています。

これは2010年からスタートした研修システムですが、

2013年度は研修内容を見直し・実施しつつ、研修効果

やキャリア形成の観点で、次年度以降の研修システム

に改良を加えています。

■ ダイバーシティ
　西松建設においても、女性総合職の活躍の場が徐々に

広がっています。3年前に比べ女性総合職の数は6.4倍と

なり、現在32名が施工現場や設計等の内外勤で活躍して

います。今後は、個々のライフプランの中で、安心して仕

事の経験とキャリアを積むことができる支援策（育児休職

等の制度など）を拡充するとともに、そういった制度を取

得しやすい職場環境・雰囲気づくりも進めていきます。

　また、2014年4月に初の外国人総合職（留学生）を採

用しました。これは、国際事業展開における戦略の一環

ですが、多様な人材による社内のイノベーションにもつ

ながります。今後も採用を継続し、人材の多様性を図っ

ていきます。

N-Vision2020
Ⅲ 雇用・人権

定着した2年次、6年次の技術研修を、研修効果やキャリア形成の観点で見直しました。
業務に有用な資格取得も支援・推進し、社員が保有する技術資格数も順調に増えています。

2013年に実施した従業員意識調査結果における懸案事項に対し、さまざまな施策を開始しました。
社員のやりがいを醸成する新たな表彰制度について、導入に向けた検討を開始しました。

ビジョン達成に向けて

人材の定着に向けた
社員満足度の向上

持続性確保に向けた
人的資源への積極投資

《資格取得支援》
　業務に必要となる一級建築士や設備士、一級施工管理技

士等の資格取得も積極的に支援しています。また、その他

の資格も取得を推奨し、インセンティブも用意しています。

《階層別研修》
　主任、係長、管理職に昇進・昇格した段階で、それぞれ

に必要な役割を認識するため「階層別研修」を実施して

います。この段階になると、業務のスキルを学ぶ研修か

らステップアップするためのマネジメントやリーダーシ

ップ等を習得する研修に移行していきます。継続的な

人材育成の仕組みを構築し実行していくことで、社員

■ 障がい者雇用
　障がいを持つ方が、その能力と適性に応じた仕事に従

事し、自立した生活が送れるよう支援することは、社会の

要請であるとともに、企業の社会的責任でもあります。当

社では、これまで障がい者雇用を推進してきましたが、現

場という就業環境を抱える特性上、法定雇用率を満たす

の能力を引き上げ、長期的な人材確保にもつながると

考えています。

●2013年度研修実績（階層別研修）

新入社員研修 2013年4月1日～7月12日階層 96 103日

実施期間種別 参加人数

新任SV2研修 2013年7月9日～7月12日階層 36 4日

新任SV1研修① 2013年11月12日～
11月15日階層 30 4日

新任SV1研修② 2013年11月19日～
11月22日階層 34 4日

新任管理職研修① 2013年9月3日～9月6日階層 45 4日

新任管理職研修② 2013年9月17日～9月20日階層 48 4日

研修名

●2013年度研修実績（技術研修）

6年次土木職研修 2013年7月1日～年7月5日専門 10 5日

実施期間種別 参加人数

6年次建築職研修 2013年6月17日～6月28日専門 25 12日

2年次土木職研修 2013年10月21日～
10月25日専門 24 5日

2年次建築職研修 2013年10月21日～
10月31日専門 33 11日

一級建築士研修（学科） 2013年7月18日～7月26日資格 16 9日

一級建築士研修（製図） 2013年9月30日～10月5日資格 21 6日

研修名

※新入社員研修は職種によって実施期間が異なります。
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■ ハラスメント対策
　社員の人権尊重における重要課題として「ハラス

メント対策」に取組んでいます。いわゆるセクハラに

関しては「セクシャル・ハラスメント防止に関する宣言」

を1999年4月に掲げ、パワー・ハラスメントに関しても、

近年の社会要請を受け、認識と防止の啓発に努めてい

ます。2013年度は、階層別研修のほか、幹部研修の場

でも、ハラスメントに関する研修を実施しました。また、

全国の本・支社、支店においては、さまざまな階層や

職種の社員を織り交ぜたグループ討議中心の「タテ

型研修」の中で、それぞれの立場に立ったハラスメント

の認識と防止・対応策について、ケーススタディの形

で考える時間を持ちました。

　昨今、ハラスメントと思われる事象が社会で散見さ

れます。しかし、日々のコミュニケーションを推進し、

社員同士が互いを尊重し、お互いが「かけがえのない

パートナー」であることを理解すれば、ハラスメントは

防げるはずです。西松建設は、そのような環境づくりと

社員の意識醸成を目指し、今後もハラスメント対策を

進めていきます。

■ 労使対話
　労使対話の非管理職組織として「西松建設職員組

合」が組成されています。賃金交渉や労働環境改善を

主な議題として、団体交渉や労使懇談会など、組合側代

表と会社側の担当役員との定期的な話し合いが持たれ

ています。

　2013年度は、会社側から振替休日取得推進のため

の1週間の定義変更の提案や、組合側からワークライ

フバランス推進に向けた夏季休暇の取得時期拡大の

提案がなされ、いずれも合意に至っています。

■ 福利厚生
《社宅・独身寮の更新》
　福利厚生および地域貢献の強化を目的に、社宅・独身

寮の機能見直しを進める一環として、睦寮（神奈川県）の

耐震補強（BiDフレーム工法）および内外装リニューアル

（2014年8月竣工予定）や、蕨社宅・独身寮（埼玉県）の

地域との共生を強化した耐震建物への建替え（2016年

2月竣工予定）を実施しています。これら社宅・独身寮は、

建設後30～50年が経過し、機能も現在の生活ニーズに

合わなくなっていたところでしたが、今回のリニュー

アル・建替えにより、会社が提供する住環境としては

最新の状態に更新されます。今後も、社員に活力をもっ

て仕事に邁進してもらうため、基本となる住環境を、必

要に応じて更新・整備していく予定です。

　ベトナムから日本の大学に留学し、2014年4月に当社の土木職として入社しました。国や文
化の違いはあるものの、職場で日々 社員や作業員の方 と々、コミュニケーションを取りつつ精一
杯仕事をしています。将来は、施工管理者としてさまざまな課題を安全に効率よく解決し、現場
を通じて幅広い知識や豊かな経験を積みたいです。また、西松建設の社員として、アジアにおけ
るインフラ整備に携わり、海外の勤務地で大きなプロジェクトに貢献していくことが私の夢です。

西松建設の社員としてアジアに貢献したい！
VOICE

関東土木支社 虎ノ門出張所  LE ANH DUNG
・ ・ ユーンアンレー

社内講師によるハラスメント研修の様子

ことが難しい状況にありました。また、2013年度に法定

雇用率が1.8％から2.0％に改訂され、さらに短時間勤

務（週20時間未満）の労働者は除外されることとなり、

法定雇用率達成にむけ一層ハードルが高まっています。

そのような状況の中、2013年度は全社的に障がい者

雇用を積極的に推進した結果、2013年12月に一時的

に2.0%を超えましたが、3月末時点の雇用率は1.87％

となっています。今後も、法定雇用率2.0％に向け、さら

なる雇用推進に努めていきます。

●西松建設の社宅・独身寮のテーマ
①安心・安全＜災害に対応できる性能＞
②地域貢献＜災害時に地域住宅が一時的に避難できる施設＞
③ECO＜最適なエネルギー利用と選定＞
④快適な住環境＜現代のニーズに合った社宅・独身寮の整備＞

蕨社宅建替え後完成予想図



従業員意識調査（社員満足度の把握）と対策

　2013年2月下旬～3月上旬にかけ、社員における現状の満足度等を図るべく「従業員意識調査」を実施しました。設問で
は、仕事や職場の現状や重視の度合い、仕事や職場への満足感や負担感、働き方への価値観などをとらえ、全業種や同業
他社との比較を行っています。対象は、西松建設の社員（役職員）だけでなく、関連会社社員や派遣社員も含めた2,613名
を対象に調査を実施し、結果、2,356名（回答率90.1%）という大変高い回答率での回答を得ました。
　2013年度に回答結果を取りまとめたところ、まず全体傾向としての「総合満足度」では他社と比べ比較的高い値となりま
した。職場での人間関係（上司、同僚とも）が良好で「相互信頼」や「結束力」があり、仕事でも責任ある立場を任され「充実
感」「適応感」を感じているという結果となっています。一方で「評価・処遇」「経営トップのメッセージ伝達」などの点におけ
る課題も抽出されました。
　そこで2013年度はこういった課題に対応し「育成を主眼とした評価制度の確立と運用」「全社員に向けた経営メッセージ
を掲載したイントラ社報の運用」などを新たな施策として開始しています。その他、女性をはじめとした「人材の有効活用」な
ど、調査結果に起因したさまざまな取組みを開始しています。
　社員のモチベーションを高め、活力のある会社づくりを進めるためにも、社員の満足度を的確に測る「意識調査」を今後も
適時実施する予定です。
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従業員意識調査（社員満足度の把握）と対策

　2013年2月下旬～3月上旬にかけ、社員における現状の満足度等を図るべく「従業員意識調査」を実施しました。設問で
は、仕事や職場の現状や重視の度合い、仕事や職場への満足感や負担感、働き方への価値観などをとらえ、全業種や同業
他社との比較を行っています。対象は、西松建設の社員（役職員）だけでなく、関連会社社員や派遣社員も含めた2,613名
を対象に調査を実施し、結果、2,356名（回答率90.1%）という大変高い回答率での回答を得ました。
　2013年度に回答結果を取りまとめたところ、まず全体傾向としての「総合満足度」では他社と比べ比較的高い値となりま
した。職場での人間関係（上司、同僚とも）が良好で「相互信頼」や「結束力」があり、仕事でも責任ある立場を任され「充実
感」「適応感」を感じているという結果となっています。一方で「評価・処遇」「経営トップのメッセージ伝達」などの点におけ
る課題も抽出されました。
　そこで2013年度はこういった課題に対応し「育成を主眼とした評価制度の確立と運用」「全社員に向けた経営メッセージ
を掲載したイントラ社報の運用」などを新たな施策として開始しています。その他、女性をはじめとした「人材の有効活用」な
ど、調査結果に起因したさまざまな取組みを開始しています。
　社員のモチベーションを高め、活力のある会社づくりを進めるためにも、社員の満足度を的確に測る「意識調査」を今後も
適時実施する予定です。

TOPICS

29 NISHIMATSU CSR REPORT 2014 30NISHIMATSU CSR REPORT 2014

Ⅲ 

雇
用･

人
権

N
-V
ision2020

ト
ッ
プ
メ
ッ
セ
ー
ジ

会
社
概
要・事
業
概
要

2
0
1
2
年
度
の

主
な
竣
工
実
績

特
集

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

N
-V
ision2020

Ⅰ 

建
設･

顧
客

N
-V
ision2020

Ⅳ 

ガ
バ
ナ
ン
ス

N
-V
ision2020

Ⅱ 

安
全･

健
康

N
-V
ision2020

Ⅴ 

環
境

N
-V
ision2020

Ⅵ 

地
域・社
会

N
-V
ision2020

Ⅶ 

産
業・サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン

N
-V
ision2020

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

Ⅲ 雇用･人権

●人事データ●人事データ

≪ ダイバーシティ ≫

20102009 （年度）

●社員男女別平均年齢の推移
（歳）

30.0

50.0

45.0

40.0

35.0

社員平均

社員合計

女性社員男性社員

38.6

42.3

36.7

41.1

（年度）

（年）

0.0

20.0

15.0

10.0

5.0

女性社員男性社員

2011

38.0

42.2

2012

38.2

42.5

42.8
41.6

42.5 42.9

20102009

8.8
8.0

2011

9.1

2012

10.0

2013

17.2
15.8

17.4
18.6

●社員男女別平均勤続年数の推移

男性社員 女性社員

2,120

265

2013

●男女別社員数の推移

2,059

250

2012

（名）

0 2009 2010

2,087

253

2,920

407

2,124

268

2011

4,000

3,000

2,000

1,000

（年度）

2013

38.5

42.8

3,327

2,392 2,340 2,309 2,385

43.3

20102009 （年度）

●支社社員、派遣社員の推移
（名）

0

700

500

300

100

派遣社員支社社員

71 158

200

400

600

2011

190

2012

215

611

253 278 264

2013

238

277

9.4

18.4

≪ 社員の状況 ≫　※各年度3月31日時点 ≪ 採用 ≫

≪ 福利厚生 ≫

≪ ダイバーシティ ≫

32

2014年4月

19

2013年4月

●総合職女性社員数の推移

13

2012年4月

（名）

0
2010年4月

5
7

2011年4月

35

30

20

10

15

25

5

1,159

215

2013

1,034

176

2012

830

130

2011

●海外ローカルスタッフ数の推移
（名）

0

1,400

1,200

400

（年度）

200

1,000

800

600

●中途入社社員数の推移（総合職のみ）
（名）

0

2014年4月2013年4月2012年4月2010年4月 2011年4月

10

8

4

（年度）

2

6

77

93

●新入社員数（総合職）

※各年度末の在籍数となります。
※ローカルスタッフの一部は契約形態上従業員数に含まれません。

63

（名）

0

28
37

100

60

20

40

80

●育児休業取得者の推移
（名）

（年度）2013201220112009 2010

3
4

7
6

4

●短時間勤務者数の推移（男女別）
（名）

0

10

（年度）

6

2013

5

20122009 2010

4
3 3

1

2011

男性社員 女性社員

※支社社員とは、支社単位で採用される地域限定の有期雇用の社員です。

※各年度における制度利用者数　※制度利用者は全て女性です。

※各年度における制度利用者数

8

6

4

2

0

10

8

6

4

2

男性社員女性社員

●障がい者雇用率の推移
（％）

0.00

2.50

1.50

0.50

1.00

2.00

2011年6月2010年6月

1.80 1.80

2012年6月

1.80

2013年6月

1.80

1.62
1.36

1.79 1.66

2014年6月

2.00

1.87

※毎年6月の行政報告の数値です。

法定雇用率当社雇用率

55

2013201220112009 2010

≪ 労使対話 ≫
●組合組織率
（％）

0.0

100.0

60.0

20.0

（年度）

40.0

80.0

20102009

58.4 63.5

2011

60.0 58.5 55.7

※組合組織率とは社員数に対する職員組合員数の割合を指します。
※各年度3月31日現在の数値をもとに算定しています。
※職員とは、現人事制度における総合職社員および一般職社員を指します。

10

2013

12

2012

20132012

●職員組合との団体交渉回数

15

2011

（回）

0
2009

15

9

2010

20

15

10

5

（年度）



31 NISHIMATSU CSR REPORT 2014

～コーポレートガバナンス～
140年の歴史を礎としたCSR経営を推進するための
コーポレートガバナンスの継続強化

ステークホルダーの皆様のさらなる信頼に応えるため、コーポレートガバナンスの強化を継続しています。
西松建設は、コーポレートガバナンスの充実とともに「すべての人を大切に想う」CSR経営を推進しています。

N-Vision2020
Ⅳ ガバナンス

コーポレートガバナンスにおける現経営体制の適切性を確認しました。社外取締役、
社外監査役の監視のもと経営判断がなされ、指名委員会、報酬委員会も機能しています。

企業活動の現状に合わせた内部統制システムの適正運用を目的に、業務分掌や職務権限を
適時見直しました。基幹システムのRN21をより一層充実し、業務の見える化を推進しました。

ビジョン達成に向けて

業務と組織の見える化
による信頼確保

説明責任に対応した
コーポレートガバナンスの確立

コンプライアンス優先の基本方針を掲げて、研修などによる積極的な啓発活動を行うと同時に、
コンプライアンス委員会による提言等を受けながら、コンプライアンスの強化に努めました。

コンプライアンスの
徹底

内部統制委員会の体制を見直し、リスク管理における有効性を高めました。また、取締役会の
経営判断におけるリスクマネジメントの実施やBCPの充実についても検討しました。

徹底したリスク管理による
事業の継続性と信頼確保

■コーポレートガバナンスの概要
　ステークホルダーの皆様との間に、長期的に安定し

た良好な関係を構築し、企業価値の向上を図るために、

コーポレートガバナンスの充実を経営の最重要課題の

一つとして取組んでいます。

　取締役会における、経営に関する意思決定を迅速に

行うため、取締役を少人数化し、また、業務執行体制を

強化することを目的に、執行役員制度を導入していま

す。取締役会は、社外取締役2名を含む9名の取締役

で構成されており、取締役会で決定された基本方針に

従って、21名の執行役員が業務執行の任にあたって

います。

　社外取締役を除く、社長を含む7名の取締役は、より

一層の営業力強化を目的に執行役員を兼務しています

が、経営の透明性向上および監督機能強化が図られ、

信頼性を確保しています。

　また、当社は監査役会設置会社であり、監査役会は、

社外監査役2名を含む4名の監査役で構成されており、

業務の状況について監査を実施しています。

　さらに適切な経営体制を構築し、客観性および透明

性を確保するため、取締役会の諮問機関として「指名

委員会」と「報酬委員会」を設置しており、両委員会とも

社外取締役が半数を占め、委員長を社外取締役が務

めています。

監査役の選任 会計監査人
の選任

連携 連携

報告

監査

会計監査

グループ会社

株主総会
取締役の選任

●コーポレートガバナンス体制

取締役会
指名委員会 報酬委員会

本社各部門・支社・支店・出張所

CSR経営推進部

経営会議

コンプライアンス委員会

内部統制委員会

監査役会

会計監査人

監査室

代表取締役 支社長会

連携

連携
内部監査

監督
指導・教育

報告指示

報告

報告

付議

付議

付議・
報告 指示

報告報告連携

連携

報告

提言等

選任・監督

報告

提言

環境委員会

連携
執行役員

CSR委員会



32NISHIMATSU CSR REPORT 2014

Ⅳ 

ガ
バ
ナ
ン
ス

N
-V
ision2020

ト
ッ
プ
メ
ッ
セ
ー
ジ

会
社
概
要・事
業
概
要

2
0
1
2
年
度
の

主
な
竣
工
実
績

特
集

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

N
-V
ision2020

Ⅰ 

建
設･

顧
客

N
-V
ision2020

Ⅲ 

雇
用･

人
権

N
-V
ision2020

Ⅱ 

安
全･

健
康

N
-V
ision2020

Ⅴ 

環
境

N
-V
ision2020

Ⅵ 

地
域・社
会

N
-V
ision2020

Ⅶ 

産
業・サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン

N
-V
ision2020

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

■ 取締役会
　「取締役会」は9名の取締役（うち2名は社外取締役）

により構成され、法令または定款に定める事項や、業務

執行に関する重要な事項の決定を担っています。原則、

毎月1回および決算の開示日に開催し、また、必要に応

じて随時開催しています。2013年度は計19回開催し、

建設・不動産事業への取組みに関する承認・決定のほ

か、建設労務および資材の調達、品質・環境マネジメン

トシステムに係わる事項、人材の育成・活用、現場の安

全確保、コンプライアンスに関する事項、事業継続計画

などについて報告・議論されました。

■ 経営会議
　「取締役会」が十分な情報にもとづき的確な意思決

定を行うため、取締役会開催前に「経営会議」を開催し

ています。「経営会議」には、7名の社内取締役のほか、

各事業本部の執行役員、各支社の支社長が出席し、業

務執行に関わる協議および、取締役会に諮る事項につ

いて報告・議論をしています。2013年度は計12回開催

し、必要な事項について議論してきました。

　「経営会議」を導入して5年が経ちますが、経営判断

における迅速性の向上に大きく貢献しています。

■ 支社長会
　経営課題に関する事案の検討における諮問機関とし

て、支社長（2013年度は国内、海外の6支社長）により

構成される「支社長会」を設置しています。支社長会

は、会社から諮問された経営課題事案に対する答申の

ほか、会社および本社施策等に対する支社・支店の意

見・要望などを取締役会に提言します。2013年度は計

4回の支社長会を開催し、社内のコンプライアンスに

関する事項や労働環境改善に関する事項などが議論

されました。

■ 役員定年制
　取締役会の硬直化の防止を図ることなどを目的と

して、社内取締役および執行役員の「定年制」を設けて

います。役員定年は、代表取締役、社長、副社長、専務

執行役員で68歳、取締役、常務執行役員、執行役員で

65歳としています。なお、定年は上限年齢を示すもの

で、年齢到達まで留任を保証するものではありません。

取締役の任期は定時総会までの1年、執行役員の任期

は4月1日から3月31日までの1年となります。

■ 監査役会
　監査役会は、常勤監査役2名、社外監査役（非常勤）2

名で構成されています。監査役は重要会議に出席して

発言するとともに、重要書類を閲覧し、また定期的に代

表取締役と経営上の課題等について意見交換を行い、

相互の認識を共有しています。また、本・支社、支店およ

び主要な作業所に対して、業務の有効性と効率性、法

令遵守、リスク管理、財産の保全、内部統制の状況につ

いて監査を実施しています。また取締役の指揮命令に

属さない監査役専従のスタッフを配置し、監査役会機

能の強化を図っています。

■ 指名委員会・報酬委員会
　取締役および執行役員の指名については、経営体制

の適切性と透明性を確保するため、諮問機関としての

「指名委員会」を設置しています。また、取締役および執

行役員の報酬決定についても、客観性・透明性確保の

観点で、同じく諮問機関の「報酬委員会」を設置してい

ます。両委員会は、それぞれ委員の半数を社外取締役

が占めており、委員長も社外取締役が務めています。

なお、社長はいずれの委員会にも属しません。

　取締役の報酬は、基本報酬のみで構成され、会社の

業績見込み、社員の給与水準ならびに世間相場等を勘

案のうえ決定しています。

●役員報酬（2013年度実績）

取締役

役員区分

監査役

10名

報酬委員会の対象となる
役員の員数

5名

239百万円

報酬等の総額

52百万円
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■ 社外取締役
　2名の社外取締役が、公正かつ客観的な視点で、経

営者の業務執行を監視する役割を担うとともに、豊富

な経験と幅広い見識から助言を行っています。社外取

締役は、一般株主と利益相反が生じる恐れがないと判

断される独立役員として指名しています。また、社外取

締役は「指名委員会」「報酬委員会」の委員も兼任する

など、当社のコーポレートガバナンスの適切性確保を

担っています。

■ 社外監査役
　2名の社外監査役が必要に応じて常勤監査役とと

もに取締役会、経営会議などの重要会議に出席し、経

営者の業務執行を監視する役割を担うとともに、豊富

な経験と幅広い見識から助言を行っています。また、

監査役会として社内監査にも同席し、各部署の業務執

行状況について、意見表明しています。なお、社外監

査役2名は、社外取締役と同様に独立役員として届け

出ています。

Ⅳ ガバナンス

利害関係者の期待に応えるCSR経営
　2009年から5年にわたり、取締役会に出席しておりますが「その最終的判断をどのように下すか」といった点で、社長を
はじめとした経営者の仕事振りを外部目線で監視し、より良き経営の実現に助力しております。
　西松建設は、公正な競争を通じて利潤を追求するという経済的主体であると同時に、広く社会にとって有用な存在でな
ければなりません。そういった存在にむけた取組みが「すべての人を大切に想う」という西松建設が掲げる「CSR経営方針」
です。この方針に基づき、企業活動に関するPDCAがきちんと回り、目指す企業像が実現できているか―という観点で診て
みますと、この5年で培ってきた実績からも、信頼回復の道は確実に前進していることが伝わってきます。まさに「CSR経営
方針」に掲げるステークホルダーの期待に応えているからと認識します。今後も、一層ステークホルダーの期待に応えるべ
く社会的良識を持って西松建設自身が「持続可能な成長」をもたらすための潜在能力を引き出すよう、微力ながら貢献して
いきたいと思っています。

西松建設のコーポレートガバナンスに対する社外役員の所感

西松建設株式会社 社外取締役　齊藤 勝昭
＜ 略  歴 ＞ 平成11年  6月

平成13年10月
平成14年  6月
平成15年12月
平成21年  6月

飛島建設株式会社取締役広島支店長に就任
同社常務取締役土木事業本部長に就任
同社取締役執行役員専務経営本部長兼土木本部長に就任
丸磯建設株式会社取締役に就任
西松建設株式会社社外取締役に就任

企業統治に優れた企業を目指して
　2013年6月末の株主総会選任後、取締役会への出席を通じて、西松建設のガバナンスの有様を見分してきました。社外役
員の役割として、経営陣の業務執行を外部目線でとらえ、経営全般、とりわけ時代に見合った積極的経営姿勢を考慮し、意見
具申してきたところです。
　西松建設の企業統治は水準を維持していると判断します。社長以下各執行役員は、中期経営計画に則り業務を遂行し、企
業価値の向上に努めています。各種営業情報を吸い上げ、全社的な観点から受注・施工・金融戦略のもと、建設・不動産事業へ
の取組みがなされ、そこに至るまでの社内検討会議、経営会議、取締役会での議論は概ね活発に行われています。
　5年前の「西松事件」の反省をもとに、ガバナンスは改善傾向にあり「あるべき企業統治」に近い状態であるといえます。今後
のあり方として、社内取締役は自らの管掌事業に囚われず経営全般に目を向け、ステークホルダーに説得性をもった「より企
業統治に優れた上場企業」の評価が得られるような努力を期待します。

＜ 略  歴 ＞ 平成17年  9月
平成18年  5月
平成19年  8月
平成24年  6月
平成25年  6月

神戸地方検察庁検事正に就任
大阪地方検察庁検事正に就任
佐藤信昭法律事務所弁護士（現任）
株式会社ロイヤルホテル社外監査役に就任（現任）
西松建設株式会社社外取締役に就任

西松建設株式会社 社外取締役　佐藤 信昭

けんぶん
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社員一人ひとりの取組みが何より肝心

＜ 略  歴 ＞ 平成15年  6月
平成17年  6月
平成19年  6月
平成20年  6月
平成24年  6月

小田急電鉄株式会社代表取締役社長に就任
同社代表取締役社長を退任
同社顧問に就任（現任）
文化シヤッター株式会社社外監査役に就任（現任）
西松建設株式会社社外監査役に就任

「Open」な企業風土が一層の飛躍に

　創業140年の伝統を誇る西松建設が今日在るのは、一重に先人の技術革新努力と会社をとりまくステークホルダー、即ち
顧客・株主・投資家等の信頼に支えられてきたものである。
　今日の厳しい事業環境の中で国内・海外に事業展開をし、競争力・収益力を高め、長期的企業価値の向上と社会的信頼を得
る為には、確固たる企業統治システム、即ちコーポレートガバナンスの確立が不可欠である。西松建設におけるマネジメント・
内部統制・監査体制等、企業経営の仕組みは充分と認識するが、一方で如何に万全な仕組みが構築されても、それが有効且
つ健全に機能しなければ意味が無い。経営者のみならず、社員一人ひとりがコーポレートガバナンスの核心を理解し、自らの
責務を責任をもって果たす取組みが何よりも肝心である。
　我々社外監査役もその独立性を保持しながら、企業統治に寄与する為、職務執行・内部統制システム等の監査義務を忠実
に果たしてまいりたい。

　企業が社会的存在として、その責任を確実に果しながら永続的に成長・発展するために重要な点は、ステークホルダーの声
を広く受止め反応する、柔軟で俊敏な対応力と、不都合な重要事実が素早く経営トップに報告・共有され、適切な対処が行わ
れる「風通しの良い企業風土」の構築にあると考えます。正にキーコンセプトは「Open」です。この点、西松建設は過去の閉鎖
的な経営姿勢を修正し、着実にその歩みを良い方向に進めていると感じています。
　取締役会や経営会議では、幅広い課題が活発に議論・審議され、また、社外役員の出席を慫慂している点は特筆すべきで
す。社外役員の意見を真摯に聞く事で、内部論理に歯止めをかけつつ、あるべき結論を見出そうとする経営姿勢は、企業統治
を高度化するうえで大変重要だと考えます。
　今後も、こうした経営姿勢を如何なるときも愚直な迄に貫き通し「Open」な企業風土を組織の隅々に迄浸透させてゆくこ
とが、西松建設の一層の飛躍につながるものと確信しています。

＜ 略  歴 ＞ 平成12年  8月
平成14年  4月
平成17年  6月
平成23年  6月
平成25年  6月
平成25年  6月

富士銀行常務執行役員に就任
ユーシーカード株式会社取締役社長に就任
みちのく銀行代表取締役会長に就任
株式会社ジェイティービー非常勤監査役に就任（現任）
芙蓉総合リース株式会社社外監査役に就任（現任）
西松建設株式会社社外監査役に就任

●社外役員の役割（2014年6月末現在）

社
外
取
締
役

役員
区分

社
外
監
査
役

齊藤 勝昭

佐藤 信昭

松田 利之

上杉 純雄

役割氏名

企業経営に関する豊富な経験と卓越した見識を有しており、また他社において社外監査役の経験を有していることから、これらの豊富な経験
を活かし、当社の経営全般について監査していただくことが期待されるため選任。

金融機関など複数の会社の経営に携わっており、他社において社外監査役の経験を有していることから、これらの豊富な知識と経験を活かし、
当社の経営全般について監査していただくことが期待されるため選任。

弁護士として専門知識を有し、また他社において社外監査役や電力会社の原子力安全検証委員会委員長に選任される等、多方面で活躍して
おり、これらの豊富な経験と専門知識を活かし、当社の経営を客観的視点で監督し、経営全般に助言をいただくことにより、コンプライアンスを
中心としたコーポレートガバナンスの強化につながるものと判断し選任。

長年にわたり飛島建設株式会社の役員を務められ、経営者としての豊富な経験と幅広い見識を有していることから、当社の経営を客観的視点
で監督していただくとともに、当社の経営全般に助言いただくことによりコーポレートガバナンス体制強化に寄与していただくため選任。

●取締役会および監査役会への社外役員の出席率（2013年度実績）

取締役会 19回

開催数

監査役会 21回

94.7％

社外役員の平均出席率

90.4％

西松建設株式会社 社外監査役　松田 利之

西松建設株式会社 社外監査役　上杉 純雄

しょうよう
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～リスクマネジメント～
さまざまな経営リスクを的確に捉えた
継続的な企業活動の実践

西松建設グループにおけるリスク管理を適正に行うことにより、損失の最小化と持続的成長を図ります。
企業活動を取り巻くさまざまなリスクを的確に捉えることで、万一の事態への対応にも備えていきます。

N-Vision2020
Ⅳ ガバナンス

■ 全社的なリスク管理体制と活動
　西松建設では「リスク管理規程」および「内部統制委

員会規程」を定め、主な個別リスクを定義し、全社的な

リスク管理体制を構築しています。

　リスク管理は、四半期毎に開催される内部統制委員会

が推進しています。個別リスク毎に責任部署を定め、リス

ク管理の整備・運用上の有効性の評価・是正勧告・取締

役会への報告を行い、PDCAサイクルを確実に実施する

ことで、リスクマネジメントの有効性を確保しています。

　2013年度は、内部統制委員会の体制変更を行い、

各事業本部長を中心とした委員による、より効率的か

つ実効性あるリスク管理体制を実現しました。

■ 事業継続計画（BCP）
　首都圏直下型地震や東南海の大震災を想定した、震

災対応の事業継続計画（BCP）を策定し、毎年、具体的

な災害対策に関する検討を進め、必要な備品・設備の

確保やBCP訓練も実施しています。

　2013年度は計10回開催したBCPワーキンググル

ープにおいて、想定される事象について、具体的な対

応策を検討してきました。特に、災害発生時、安否確認

についてどのような手段が有効かを検討し、さまざまな

状況に対応するには、安否確認手段を複数準備するこ

とが重要と考え、今回新たに家族との安否確認方法と

してSECOM社提供の災害時安否確認サービス「あん

ぴくん」を導入しました。また、BCP訓練に関しては、例

年どおり年2回開催し、2013年10月には、本社ビルが

使用できない場合を想定した机上訓練、2014年3月に

は、実際に当社指定の避難場所への移動訓練ならびに

代替拠点での対策本部設置訓練を実施しました。

　代替拠点における訓練では、電源喪失を想定し、モバ

イル端末を用いた安否確認や、在京以外の支社と実際

に端末同士で連絡通信を行うなど、連絡体制および連

絡方法の確認を行いました。

　今後は、より厳しい状況を想定した検討・訓練を実施

し、さらなるBCPの充実を図っていく予定です。

■ 情報セキュリティ
　「情報セキュリティ管理規程」や「インサイダー取引管

理規程」等を整備し、情報セキュリティの維持・強化に努め

るとともに、毎年、入社時や階層別研修およびｅ-ラーニ

ングによる教育を実施し、情報セキュリティに関する啓発

を図っています。また、セキュリティツール活用による社

内ＩＴ資産管理や情報漏えい等のリスク管理、情報セキュ

リティの内部監査実施による情報資産の適切な管理・保

護の重要性に関する意識づけを行っています。

　2013年度は、情報漏えいリスク対策として、社内・外

との大容量データ交換のため、利便性と安全性を両立

できる『西松版大容量ファイル転送システム』を導入し

ました。また、情報漏えい対策に加え、情報喪失リスク

対策として、本支社・支店の共有データ保管のための

「ファイルサーバ」の導入を図っています。

報告有効性の評価
是正勧告

監視

監視

●リスク管理体制

取締役会

内部統制委員会
・内部統制委員会規程
・リスク管理規程
・リスク管理マニュアルの制定

リスク管理責任部署
・リスク管理マニュアルに従いリスクの管理
・対策の実施

報告（四半期）

机上訓練の様子（2013年10月）

避難場所確認の様子（2014年3月）代替拠点訓練の様子（2014年3月）

監査室
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～コンプライアンス～
社会の要請に対応した
コンプライアンス優先による企業の発展

「新生西松」の原点に立ち戻り、社内におけるさらなるコンプライアンス意識の向上・浸透を図ることで、
ステークホルダーの皆様の期待や要請に確実に応えられるコンプライアンス企業を目指します。

N-Vision2020
Ⅳ ガバナンス

■ コンプライアンス基本方針
　社是である「勇気、礼儀、正義」にもとづき「利益優先

ではなく、法令・倫理を守ることで企業は発展する」とい

う強い決意を込めた「コンプライアンス基本方針」を定

めています。

■ コンプライアンスマニュアル実践版
　身近なテーマを取上げ、現実の場面で直面する可能

性のある法令・倫理問題を題材とした「コンプライアン

スマニュアル実践版」を作成し、運用しています。また、

法令や慣習の異なる海外での対処の拠り所とすべく

「コンプライアンスマニュアル海外実践版」も作成し、海

外の各事業所で活用しています。

■ コンプライアンス委員会
　外部の有識者を委員長とする「コンプライアンス委員

会」を設置しています。委員会は、原則月1回開催してお

り、西松事件の再発防止策実施状況のモニタリングおよ

び取締役会への提言・勧告、研修の実施・指導、新たに生

じたコンプライアンス上の諸問題に対応しています。

2013年度は計10回の委員会が開催され、コンプライ

アンス上の諸問題への対応や、コンプライアンス委員長

の往査、コンプライアンス研修などが実施されました。

コンプライアンス研修の様子■ コンプライアンス推進体制
　当社のコンプライアンス推進体制は、CSR経営推進

部コンプライアンス推進課を主管に、本社各部署長、

各支社長、関係会社社長を担当者に指名し、研修等を

通じてコンプライアンスの周知・啓発を図っています。

また、コンプライアンス委員会と推進部が連携し、推

進活動に取組んでいます。

■ コンプライアンス研修
　風通しの良い企業風土を醸成するため、役員レベル

の研修や、グループ討議を主体とした各種研修を実施

しています。また毎月、社内イントラを通じてe-ラーニ

ングを実施し、全社員の正しい理解を促すとともに、

コンプライアンス知識の向上を図っています。

■ 内部通報制度
　不正行為の抑止や、企業風土の改善を目的とした

『Nishimatsuホットライン』を開設しています。通報窓口

は社内と社外に設け、派遣社員や海外のローカルスタッフ

を含む西松グループの全社員とその家族、また、協力会

社およびその社員の方も利用できるようにしています。

●コンプライアンス推進体制

コンプライアンス優先が企業の発展へ

報告・連携
提言等社長 取締役会

コンプライアンス担当者
（各部署長）
全社員

コンプライアンス担当者
（支社長）

事務局(総務部長)
全社員

支 社
コンプライアンス担当者

（社長）
事務局(総務部長)

全社員

関係会社本 社

CSR経営推進部 コンプライアンス委員会

2013年度コンプライアンス研修実績

役員他幹部クラスへの研修（11月）

本･支社、支店社員への研修（9月～10月）

新入社員、新任役職者への研修（4月～12月）

e-ラーニング12プログラム（4月～3月）

172名

350名

289名

延9,844名

●Nishimatsuホットライン利用件数の推移
（件）

0 2011 2012
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2728

2009 2010
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25

5

コンプライアンスとは
法令、倫理などを遵守するための理念であり、使命です。
●“勇気”を持って行動しましょう。
　あなたがここで変えなければ、この先もきっと変わりません。
●“礼儀”正しく行動しましょう。
　あなたが嫌だと思うことは、他の人はもっと嫌です。
●“正義”の心で行動しましょう。
　あなたが一瞬心を無くしたら、会社は一瞬で無くなります。

●西松建設のコンプライアンス基本方針
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～環境マネジメント～
「健全な地球環境」の次世代への継承に向けた
積極的な「環境経営」の実践

建設事業が環境に対して与える影響の大きさに鑑みて、その環境負荷を低減させるために積極的な取組みを
進めています。また「健全な地球環境」の次世代への継承を目指し、精力的に環境マネジメントを実践しています。

N-Vision2020
Ⅴ 環境

環境経営に向けた環境委員会体制により、さまざまな環境活動を推進しました。環境保全活動
ではデータ集計システムを強化し、また環境意識を高めるeco検定取得も推進しました。

2012年度に引続き、土壌汚染浄化事業やエネルギーハーフビルに向けた実証実験などにおいて、
建設ゼロエミッションを目指した体制づくりや・要素技術の開発等を進めました。

ビジョン達成に向けて

環境ソリューション事業の
積極展開

『環境配慮企業宣言』
に向けた取組み強化

■ 環境マネジメントシステム
　西松建設では、ISO14001にもとづく環境マネジメ

ントシステムを運用し、環境分野の目標達成のためにさ

まざまな活動に取組んでいます。

《環境委員会体制》
　2013年度から、諮問機関的位置づけであった「総合

環境委員会」に代わり、名称も新たに「環境委員会」を発

足し、正式に会社規程の中に位置づけました。これによ

り「環境委員会」において決定した環境施策が取締役会

の決議事項に準ずる効力を持つこととなり、施策実現

のスピードが早まりました。

《環境経営企画部会》
　2013年度、環境委員会に上程する具体的な施策は、

本社各部の部長クラスを中心とする「環境経営企画部会」

において毎月検討・立案し、実行する体制をとりました。

　今後は、環境経営企画部

会に、支社の社員も参画

し、幅広い議論を行えるよ

うにします。

西松建設はCSR経営方針に基づいたN-Vision2020実現のため、
環境マネジメントシステムの運用・改善に努め“環境”分野の目標達成に向け活動します。
Ⅰ．環境配慮企業としての取組み強化
ⅰ）環境配慮推進体制をより充実させていきます。
ⅱ）地域・社会への環境対応活動を積極的に推進します。
ⅲ）環境負荷低減活動および環境保全活動を推進します。
〇地球温暖化防止　　〇建設副産物の発生抑制・リサイクル　〇資源・エネルギーの有効利用
〇生物多様性の保全　〇大気、土壌、水域の汚染防止　　　　〇振動、騒音、粉塵の発生抑制

ⅳ）環境法規制・社会的要求を順守し、社会的な価値観に照らして行動します。
ⅴ）教育を推進し、全職員の環境配慮意識の向上とその共有を図ります。

Ⅱ．環境ソリューション事業の展開
ⅰ）環境技術の開発・高度化を図り、その活用を促進します。
ⅱ）地球・地域環境に配慮した設計を推進し、社会に提案します。

西松建設環境方針

2012年7月2日制定

トップマネジメント

支社長

支店長

●環境マネジメント体制（2014年4月1日現在）

社長／社長室長／管理本部長／土木事業本部長／
建築事業本部長／国際事業本部長／

開発・不動産事業本部長／共通部門担当役員

環境委員会

社長室

管理本部

土木事業本部

建築事業本部

国際事業本部

開発・不動産事業本部

共通部門

支社担当部署

西松環境管理責任者

支社環境管理責任者

支店は、北日本支社・関東土木支社・
西日本支社に存在

環境経営
企画部会

本社

支社

出張所（所長） 出張所（所長）



　2013年eco検定を取得しました。eco検定の受験は、私にとって「環境」について改めて考
える良い機会となりました。eco検定は、いまなぜ「環境」が重要かを理解するにはとても良い
素材だと思います。皆さんにもぜひおすすめします。私も検定取得を機会として、これからも普
段の生活からできるecoを探して取組んでいきたいと考えています。皆さんも一緒にecoにつ
いて考えてみませんか？

環境にも意識を！
VOICE

本社 安全環境品質部  畠中 由美
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■ eco検定の取得推進
　環境保全活動の持続性ある推進のため、まず全社

員の環境意識・知識の底上げとレベルの平準化を図る

近道として、eco検定（環境社会検定試験）取得への取

組みを開始しました。これにともない、eco検定を、社

内の業務関係法定資格として位置づけ、社員に取得を

促しました。その結果、2013年度は、社員の12％に相

当する279名が合格し、既取得者と合わせ、288名が

エコピープルとなっています。

　2014年度は、累計1,000名（社員の40％以上相

当）の合格を、また2020年には2,000名以上を目指

し、さらなる取得推進を図ります。

■「みなと環境にやさしい事業者会議」への参加
　西松建設本社ビルのある港区には、区が主催する

「みなと環境にやさしい事業者会議」（通称mecc）が

あります。これは、港区で環境・CSRに取組んでいる

企業・事業者の集まりであり、2013年度から、当社も

これに参加しています。

　専門家による講演の聴講、異業種間交流、2020年東

京オリンピック会場での植樹をはじめとするさまざまな

イベントへの参加を通じて、環境知識のレベルアップと

モチベーションの向上を図りつつ、今後の当社の取組み

へのヒントを得る機会としています。今後も、meccへの

参加を継続し、積極的な活動を実施していく予定です。

■ 環境教育 ■気候変動キャンペーンへの賛同
《環境ｅ-ラーニング》
　さまざまな環境課題をテーマ別に分類し、全職員を

対象に2ヵ月に1回実施しました。2013年度の受講率

は７２％でした。

《若手社員研修の実施》
　環境保全活動の一環として、2013年度も本社およ

び全国の支社において若手社員を対象に環境研修を

実施しました。

《環境セミナーの実施》
　2014年度からの新たな取組みのひとつとして、外部

有識者を招き役職員対象の「環境セミナー」を実施して

います。2013年度に企画・立案したもので、今後も継

続的に実施する予定です。

《チャレンジ２５キャンペーンの活動》
　環境省提唱による「チャレンジ25キャンペーン」はク

ールビズの推進など25項目の活動について2013年

度まで実施されました。当社もこれに参加し国内の全

ての事業所で地球温暖化防止に向けた取組みを実施

しました。

《新キャンペーンへの継続参加》
　「チャレンジ２５キャンペーン」は2014年度より「気候

変動キャンペーン『Fun to Share』」として再スタート

しました。当社はこれに「建設技術、環境意識、環境

マネジメントで低炭素社会へ。」という宣言をもって

参加登録し、取組みを深化させていきます。

●環境意識の醸成

第1回環境セミナーの様子若手社員向け環境研修

東京オリンピック会場「海の森」での植樹活動



39 NISHIMATSU CSR REPORT 2014

～環境目標・実績と環境負荷データ、環境負荷低減の取組み～
低炭素社会・自然共生社会の実現に向けた
環境負荷低減の取組み

西松建設ではグループ企業も含め事業活動に起因する環境負荷の把握に努め、その低減を図っています。
また、設計段階から施工・運用段階までのCO₂の排出量削減に取組むとともに、ゼロエミッションを目指した
資源循環、生物多様性保全、地域環境保全にも努めています。

N-Vision2020
Ⅴ 環境

　右図は、2013年度の国内事業

活動により発生した環境負荷を、

マテリアルフローとして表し、環

境負荷を、電力や水、建設資材な

どの資源の消費（INPUT）と、CO₂

や廃棄物などの排出（OUTPUT）

に分けて示しています。

■ 環境目的・目標 2013年度達成状況および2014年度設定値
　2013年度の環境目的・目標と達成状況および2014年度の目標は、下表に示すとおりです。

■ マテリアルバランス

　この図では国際事業（香港およ

びタイ）における環境負荷を、電

力や水、建設資材などの資源の

消費（INPUT）と、ＣＯ₂や廃棄物

などの排出（OUTPUT）に分けて

示しています。

■ 国際事業における環境データ

●マネジメント状況

環境目的 備考環境方針
達成度

目標指標 2013年度 2014年度
目標値

※：◎達成（100％）／○ほぼ達成（達成度90％超）／△未達成

目標値 実績値

53.0
t-CO₂/億円

66
t-CO₂/億円 ◎地球温暖化

防止
CO₂排出量の
削減

単位施工高
（1億円）
あたりの
CO₂排出量

53.6
t-CO₂/億円

土
木

15.0
t-CO₂/億円

18
t-CO₂/億円 △20.2

t-CO₂/億円
建
築

土
木・建
築

※

100％以上100％ △地球・地域
環境に配慮
した設計の
推進

環境配慮設計の
実施

環境配慮設計
実施率

83.3％土
木

2013年度は環境配慮可能案件すべて
において環境配慮を行うとともに「環
境配慮項目数=案件数×1.2」を目標と
したが、後者は未達であった。2014年
度は「環境配慮項目数≧案件数」の目標
とします。

62.5％60％ ◎62％建
築

2014年度は、2013年度に掲げた中期目
標に従い、62.5％の目標で取組みます。

90％90％ △環境法規制
の順守

効率的な
適正処理の推進
（電子マニフェスト
の普及）

全マニフェスト
経路数に対する
電子マニフェスト
経路数の比率

87.7％
支社支店により達成度が異なるので、支
社支店毎に目標を割り当て、トータルで
全社目標である90％を目指します。

累計
1,000人

̶
（2013年度は
監視項目）

̶
全職員の環境
配慮意識の向上
とその共有

eco検定の
取得

eco検定
合格者数

279人
（累計288人）

2014年度から環境目標に掲げて取組
みます。

水 エネルギー

フロン・ハロン

主要建設資材

CO₂ 建設副産物

588千m³水
891千m³生コンクリート

80千t鉄筋

20,450千ℓ燃料（石油類）

38,459千kWh電力

54千tセメント

77千t鋼材

5千t
特別管理
産業廃棄物
（廃石綿等）560kgフロン・ハロン

回収量

81千t-CO₂CO₂
排出量 1,082千m³建設

発生土 574千t産業廃棄物
（特別管理産業廃棄物を除く）

525千t
最終処分リサイクル
49千t

国 内
I
N
P
U
T
デ
ー
タ

O
U
T
P
U
T
デ
ー
タ

水 エネルギー 主要建設資材

CO₂ 建設副産物

576千m³水
309千m³生コンクリート

32千t鉄筋

2,892千ℓ燃料（石油類）

16,277千kWh電力

1.1千tセメント

13千t鋼材

20千t-CO₂CO₂
排出量 897千m³建設

発生土 1.4千t産業廃棄物

香港、タイ
I
N
P
U
T
デ
ー
タ

O
U
T
P
U
T
デ
ー
タ



海外での環境保全活動の取組み　～シンガポール ケーブルトンネルプロジェクト～

　環境の取組みに関しては、海外の事業活動においても、その国の特性を踏まえ、
当事国の関連法令を順守しています。
　シンガポールのケーブルトンネルプロジェクトでは、騒音および電力消費を抑制す
るため、超低騒音タイプ、インバーター搭載型のコントラファンを採用しています。
　本工事では、TBM発進基地の近くに集合団地があるため、騒音に配慮した日本
製のコントラファンを輸入し、設置しています。また、インバーターを搭載し、電力消費
を抑えることにより、発電による二酸化炭素発生の抑制に努めています。

TOPICS
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■ 法規制への対応
　1999年5月に環境マネジメントシステムの国際規格

ISO14001を認証取得して以来、その要求事項である

「法規制順守」のための体制を構築し維持しています。

　具体的には法令ならびに国内全都道府県および政

令指定都市の条例を社内イントラに掲示し、常に最新

の内容を担当者が確認できる状態にしています。また、

多岐にわたり、かつめまぐるしく改正される環境法規制

情報を、可能な限り早期に入手し社内展開するととも

に、現場の定期パトロール等を行う際に「環境点検表」

を用いてその順守状況を確認しています。

■ 環境会計
　現在、全国各地の事業所で計50台の低燃費車を活

用しています。この低燃費車の導入により、環境面での

■ CO₂削減の取組み
　事業活動におけるCO₂排出量の削減に関しては

「2020年に、原単位（t-CO₂／億円）で1990年度比25

％削減」を長期目標とし、段階的に削減していく計画と

しています。2013年度は「省燃費運転」や「オフィスで

の省エネ対策」等の取組みを実施しましたが、結果とし

て例年と同レベルの排出量となりました。CO₂排出量

の削減を進捗させるためには、影響度の高い施工活動

における抜本的な対策が必要とされ、スコープ3への

対応とともに、今後そういった点について、引き続き検

討していきます。

●環境保全への取組み

※（一社）日本建設業連合会温暖化対策部会による「CO₂排出量調査」の手法による
※施工現場におけるCO₂排出量はサンプリング（全現場のうち約10%を対象）調査による。

53.6

66.7

51.7

●施工活動によるCO₂排出量の推移

排出量原単位（t-CO₂/億円）

0
土木

20.218.716.2

建築

32.133.735.5

全体

80.0

60.0

40.0

20.0

2011年度 2012年度 2013年度

●オフィスワーク発生起源別CO₂排出量（2013）

電力
1,879t（73.1％）

合計
2,572t

灯油 11t（0.4％）

LPG
22t（0.9％）

都市ガス
314t（12.2％）

軽油
29t（1.1％）

ガソリン
317t（12.3％）

1,136

低燃費
車

普通
乗用車

実質燃費（km／ℓ）※2

ガソリン年間消費量（千ℓ）

実質燃費（km／ℓ）

106ガソリン年間消費量（千ℓ）※3

19.8

57

10.7

年間走行距離※1（千km）　低燃費車50台分

49

環境的
効果

経済的
効果

削減CO₂量（t-CO₂）

ガソリン平均単価（円／ℓ）※5

7,914削減ガソリン費用（千円）

2.322

113.01

162.57

低燃費車導入による年間ガソリン削減量（千ℓ）

●低燃費車導入における効果の検証

※1：全社にて使用中の低燃費車50台分の年間走行距離合計
※2：2013年度に利用した車両の平均的燃費（全社調査値）
※3：低燃費車の年間走行距離で換算した普通乗用車のガソリン消費量
※4：環境省資料「燃料別の二酸化炭素排出量の例」より
※5：算出時（2013年6月2日集計）の全国平均ガソリン単価

ガソリン単位当たりの
二酸化炭素排出量（kg-CO₂／ℓ）※4

効果として、通常のガソリン車と比較してCO₂の排出量

は約113t-CO₂削減できました。また、経済的効果とし

て燃料費を年間約790万円節約できています。
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Ⅴ 環境

●環境保全への取組み

■資源循環の取組み
　建設発生土を除く建設廃棄物のリサイクル率は、毎

年90%以上の水準を維持しており、環境マネジメント

の取組みとしては「要監視項目」に位置づけ推進して

います。取組みの結果2013年度のリサイクル率は約

91％でした。近年、建設需要が高まってきていますが、

今後も90%以上のリサイクル率を維持できるよう、

資源循環の取組みを徹底していきます。

≪災害廃棄物処理における再資源化≫
　宮城県から、津波等被害により生じた災害廃棄物

（一般廃棄物）の処理業務を受託し、名取ブロックにお

いて2011年10月～2014年3月までの2年半の間に、

災害廃棄物771千ｔの処理を行い、そのうち94.3％に

あたる727tをリサイクルしました。

■ 地域環境対策
《油汚染土および埋設廃棄物の悪臭抑制》
　騒音・振動・粉じん・悪臭など、施工中の周辺環境への

影響低減や汚染環境の浄化など、地域環境対策にも積

極的に取組んでいます。

　2013年度には「油汚染土および埋設廃棄物の悪臭

抑制」を可能とするシステムを開発しました。このシステ

ムは、ガソリンスタンド等の油分を含む土壌の掘削時や

埋設廃棄物の掘削時に発生する悪臭を、可搬式装置を

用いて消臭し、現場周辺の住環境保全に貢献します。消

臭装置はファンユニット（首振り機能付き）、薬剤タン

ク、ポンプユニットで構成され、100V電源で稼働できま

■ 生物多様性保全
《生物多様性簡易評価ツール『いきものプラス®』》
　生物多様性に関しては、2011年3月に「西松建設生

物多様性行動指針」を定め、対応にあたっています。

　2013年度、当社は、建設８社※共同で、建築の設計段

階でCASBEEに準じて生物多様性への取組みを評価す

る簡易ツール『いきものプラス®』を開発しました。この

ツールの特徴は、建築設計者が、敷地情報や生物多様性

への取組み内容をパソコンに入力するだけで、生物多様

性に関連した項目の点数を算出できることです。

　今後、適用可能な建築設計プロジェクトに当該ツー

ルを適用し、検証を実施する予定です。
※西松建設（株）のほか、（株）安藤・間、（株）淺沼組、（株）鴻池組、
西武建設（株）、（株）錢高組、東亜建設工業（株）、三井住友建設（株）

薬剤タンク、ポンプユニット油臭現場での適用事例

ファンユニット

す。消臭剤をミスト状にすることで、薬剤の使用量を削

減しつつ、噴霧距離は15m程度が可能です。可搬式な

ので、悪臭発生を想定していな

かったケースでも、迅速な悪臭

抑制対策が可能です。

リサイクル量 主な再資源化品目

災害廃棄物 727千t 再生土砂（75％）
再生砕石（16％）
その他（9％）【94.3％】

処理量

771千t

（内、222千tは津波堆積物）

区分

●災害廃棄物のリサイクル状況

●建設副産物発生量とリサイクル率の推移

発生量（千t） リサイクル率（％）

0 2011 2012
44.5

2013
53.853.9

2009 2010
31.5 47.2

493.5 525.2487.6

353.5

433.7

700

400

300

200

（年度）

600

500

100

0

100

60

40

20

80

91.9 90.2 91.7 90.0 90.7

リサイクル率リサイクル量 最終処分量
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～環境ソリューション～
建設の枠を超え、培ったノウハウを活かした
地球環境を次世代に継承する環境技術

西松建設では、汚染浄化をはじめ、地域環境の再生・保全、資源・エネルギーの有効活用、CO₂の削減など、
建設分野でこれまで培った技術を活かし、地球環境を次世代に継承できる環境技術開発に取組んでいます。

N-Vision2020
Ⅴ 環境

■ 再生可能エネルギー有効利用への取組み
  （マイクログリッドシステム）
　マイクログリッドとは、太陽光発電等の再生可能エ

ネルギーを含む発電設備や蓄電池をネットワーク化

し、電力需要にあわせて制御することで需給のバラン

スを調整し、電力を安定供給する仕組みです。

　独自に開発したマイクログリッドシステムについて、

技術研究所に設置した実証用システムで検証を行な

い、商用電力使用量の低減や、ピーク電力の抑制、電

力供給の安定化など一定の効果を確認しました。

　本システムは、再生可能エネルギーを有効活用した

施設・ビルなどのスマート化やエネルギーマネジメント

の提供につながる技術に発展させていきます。

■ 環境技術の開発の基本方針
　西松建設は、健康で快適な住環境を提供する「快適住

環境形成技術」、資源・資材の再生・再利用を推進する「循

環型社会構築技術」、エネルギーを有効利用する「低炭

素社会構築技術」、都市と自然の共存を実現する「緑化

自然共生技術」、美しい環境を取り戻す「浄化技術」を、環

境の5つの分野と位置づけています。

　これら5つの分野の環境技術を研究開発し、その成果

を広く普及させて、積極的に環境問題に取組んでいます。

■ 山岳トンネル工事切羽前方の
  地山重金属類溶出リスク評価
　本技術は、山岳トンネルの汎用掘削機械であるドリル

ジャンボを使用したノンコアボーリングで得られる「くり粉」

を分析試料として、トンネル掘削前に重金属類の溶出

リスクを評価する調査技術です。試料採取を行う対象区間

において、すべての粒径の「くり粉」を効率よく回収し、分析

評価に反映することで、適正な判定を行うことができます。

　従来のコアボーリングに比べて1/5程度の調査時間

（採取時間）で実施が可能であり、費用についても半分以

下です。また、本技術は当社保有技術のDRISS（削岩機を

用いた切羽前方探査システム）と同時に実施できるため、

地山性状の評価も同時に可能です。そのため、地山の熱

水変質と重金属溶出に相関性があると考えられる施工区

間に対して、熱水変質に起因する軟弱箇所で重金属分析

を重点的に行う、といったリスク対応も可能です。

西松建設の
環境技術

循環型社会
構築技術 浄化技術

低炭素社会
構築技術

緑化自然
共生技術

快適住環境
形成技術

エネルギーを
有効利用する
技術です資源・資材を

再生・再利用する
技術です

美しい環境を
取り戻す
技術です

都市と自然が
共存できる
技術です

健康で快適な
住環境を
提供する技術です

くり粉

切羽 削孔ビット

ガイドセル

採取容器ホース先行削孔区間くり粉発生

試料採取器具

削孔ロッド

くり粉の移動方向

ドリルジャンボ

太陽光発電

ネットワーク化
（電力需給量監視･電力供給制御）

系統電源

分散型電源

コージェネレーション
蓄電

研究所内の
特定した負荷
（照明機器）
（空調機器）

分散型電源からの電力を効率良く
供給し需給のバランスをとります

電力

マ
イ
ク
ロ
グ
リ
ッ
ド

実
証
シ
ス
テ
ム

消費サイド供給サイド Ⅴ 

環
境
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　九州支社では毎年5月と11月に、社宅および独身寮がある福岡県大野城市の「大野1号公
園」の清掃活動を行っております。これは、普段お世話になっている地元の方々への感謝の取
組みで、今年で5年目になります。公民館の方や散歩中の方から感謝の言葉をいただくたびに
やりがいを感じますし、認知度アップも実感しております。今後も地元密着の貢献活動として
続けていきたいと思います。

地元密着の社会貢献活動を目指して
VOICE
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地域・社会の中に存在する企業市民としての
積極的なコミュニケーションの推進

「常に地域・社会に感謝し、積極的な交流を図る」という理念のもと、社会貢献活動という社会参加を通じて、
人と人とのつながりによって醸成される、共生社会の実現を目指します。

N-Vision2020
Ⅵ 地域・社会

「社会貢献活動月間」の全社一斉清掃のほか、日本全国各地および海外の事業所において、
さまざまな社会貢献活動を展開してきました。

大規模災害復旧などの際に、事業所周辺地域に役立つ「地域防災拠点機能」整備の検討を
進めました。また、社員のボランティア参加についての支援策を検討しました。

ビジョン達成に向けて

事業スキルを
活かした貢献

企業市民としての
積極的社会参加

2013年度も、報告ベースで38件の社会貢献活動が実施されました。
詳しくは、当社ホームページ：http://www.nishimatsu.co.jp/csr/socialaction.htmlをご覧ください。

■『新生西松の日』の社会貢献活動
　2009年度から実施している全社一斉の「社会貢献

活動月間」も、2013年度で5年目を迎えました。5月15

日の「新生西松の日」をはじめ、5月と11月の月間には、

全国各地で清掃活動をはじめとした社会貢献活動を毎

週実施しました。過去の不祥事を忘れないための活動

ですが、地域とのつながりのためにも、継続していきた

いと考えています。

各種社会貢献活動（事例）

■練馬耐震出張所の取組み（関東土木支社） ■海外での社会貢献活動（香港支店、泰国営業所）
　2013年6月、練馬耐震出張所では、発注元である
東京都水道局との共催で、周辺住民の皆様を対象
に、施工中の地下貯水槽の見学会を開催しました。
400名を超える方々が訪れ、普段飲んでいる水がど
のように各家庭に届くのかを、興味を持ってご覧にな
っていました。現場職員はもとより、東京都水道局の
職員の方々も対応に尽力されました。

　香港では、2010年から毎年、国際海岸クリーン
アップキャンペーンに参加し、地域の海岸清掃活動
を行っています。また、タイでは、地域の生態系を豊
かに育み、また地球温暖化の原因となる二酸化炭素
を多く吸収する「マングローブ」の植林活動を行いま
した。その他の海外事業所でも、日々、地域社会との
コミュニケーションを深めています。

■『新たな活動』の継続
　2012年度からスタートした『仮囲いギャラリー』と

「現場見学会」を、2013年度も引続き実施しました。

「社会貢献活動月間」に合わせ、全国で『仮囲いギャラリ

ー』を2ヵ所で「現場見学会」を6ヵ所で実施しました。ま

た、北日本支社では『ひまわりプロジェクト』を継続的に

実施しており、活動を通じた社会とのコミュニケーション

を深めています。

国際海岸クリーンアップ
キャンペーン（香港支店）地下貯水槽の見学に訪れた周辺住民の方々

マングローブの植林
（泰国営業所）

九州支社福岡事務管理室  城本 暁史



建設産業の発展とCSRを通じた
適正かつ強固なパートナーシップの醸成

西松建設の企業活動になくてはならない協力会社の皆様と、公正・公平な取引を基本としたより強固な協力関係を
推進するとともに、建設産業の発展に向けたCSRサプライチェーンの構築を目指します。

N-Vision2020
Ⅶ 産業サプライ
チェーン
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学生向けインターンシップや、小・中・高生や地域の方々に向けた現場見学会などを通じて、
建設産業への理解の浸透と魅力の発信に努めました。

研修会や検討会の開催など、N-NET各支部や全国の活動の拡充を図りました。
また、N-NETの適正化と有効活用に関する検討を実施しました。

ビジョン達成に向けて

適正なCSRサプライ
チェーンの構築

産業育成リーディング
カンパニーへ向けた挑戦

■ 産業育成に向けた取組み
　次世代を担う学生の職業観育成の観点から、学生の

「インターンシップ」を継続的に受け入れており、2013

年度は26名（2011年度13名、2012年度27名）を受

け入れました。西松建設のインターンシップを通じて、

学生の皆様には、実際の建設業の仕事や職場の状況を

知り、自己の職業適性や職業生活設計など職業選択に

ついて深く考える契機となればと考えています。産業

育成・活性化の一環としても、今後も積極的に実施して

いく考えです。

■ 公正・公平な取引き
　金額面だけでなく、協力会社が持つ技術力・施工対

応力などを公正に評価することを目的に、以前から実

施している「協力業者の施工状況報告」を見直しまし

た。評価内容を見直すとともに、結果を協力会社へ開

示・説明することとし、情報共有と相互理解を深め、質を

含めた真の優良企業への発注を推進します。評価結果

は社内情報にも掲載し、新規工事の協力会社選定の参

考にできるようにしました。

●N-NET（西松建設協力会）の取組み

■ N-NET活動
　2013年度は、各支部内で細分化された部会による

活動が活発に行われました。「土木」「躯体」「仕上」「設

備」「資材」など同業種が集まり、情報・意見交換、現場見

学会等の活動を展開しました。支部総会および会員研

修会等の開催時には「社会保険未加入対策」「コンプラ

イアンス」の講義を外部講師を招いて行い、例年西松

建設が開催する各種技術発表会を聴講したり、会員ホ

ームページを通じた情報交換、優良技能者への表彰な

どの活動を展開しました。

■ 上級職長認定・有能技能者表彰
　優秀な職長の育成・地位向上の観点から「優良技能者

表彰」を行っています。2013年度の表彰は78名で、過去

3年間の認定および表彰者数は154名となり、また今年

度初めて『西松マイスター』が1名認定されました。

2011年度 2012年度 2013年度 計

上級職長認定制度

西松マイスター制度 0名

優良技能者表彰制度

登録基幹技能者資格取得
支援制度

1名 1名0名

6名 3名 16名7名

30名 52名 101名19名

1名 22名 36名13名

37名 78名 154名39名計

制度項目

　また、一般の方々にも建設産業の魅力や役割をご理

解いただくために、全国の各現場では、積極的に「現場

見学会」を実施しています。参加者の皆様の多くが、普

段見ることのできない建設現場を見学され、感嘆の声

をあげています。
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「７＋１」の活動ポイントにもとづく
西松建設のCSR活動

武本》2010年から始まった西松建設の本格的

なCSR活動も４年が経過しました。西松建設の

CSRマネジメントは、社会的な課題に対応した「7

＋１」カテゴリにもとづいています（P18参照）。今

回は「7＋１」のなかの「顧客満足」を支える「環境」

「人材」「ガバナンス」についてご意見をいただけ

ればと思います。

白井》イオンモールでは月一回「CSR会議」を本

社在籍の社長以下全役員、関連部署部長が参加

して行っています。目標の設定や進捗状況の確認

等が主ですが、効率を考えて全体朝礼後の1時間

にしぼって行っています。しっかりと議論を行うと

ともに社内外の情報収集と発信、決定事項の確

認、社内へのフィードバックを行います。

梅田》この数年のCSR推進で西松の社員の意識

は変わってきましたか？ 

武本》CSRとは何かといった総括的な研修で、次

第に浸透してきている実感はあります。会社のビ

ジョンが示されることでモチベーション向上にも

■
全社員の意識を高め
環境経営度No.１を目指す

前田》環境に関しては15年前のISO14001の認

証取得から今日まで、かなりのエネルギーを投入

して取組んできました。この環境マネジメントシス

テムの導入、活動自体も「環境経営」のひとつでは

ありますが、これまでは環境法規制の遵守と外部

審査をクリアし、認証を維持することが中心の言

わば受身の活動でした。2013年度からは、攻めの

活動に転じ、全員参加でさまざまな具体的取組み

を開始しております。厳しいハードルではあります

が環境経営度No.1を目指して頑張っています。

白井》環境もCSRも、直接的にはお金を生みませ

んが会社の価値を高める取組みと認識していま

す。ISOマネジメントの仕組みや外部審査機関も

■

CSRの発展に向けたステークホルダーとの
積極的なコミュニケーション

N-Vision2020
コミュニケーション

西松建設のお客様であるイオンモールで
CSR部門をご担当
イオンモール株式会社
管理本部経営企画部 CSR推進グループ

白井  英三 様

第３回目となる西松建設のステークホルダーダイアログ。
今回は西松建設のCSR重点項目をテーマに2014年４月にお客様や有識者を交えて開催しました。
CSR活動に関する中長期目標と単年度の取組みについて、その進捗具合を確認し、
最終成果をもとに次年度計画を設定する2順目のPDCAを確保しました。

ビジョン達成に向けて

CSR活動の積極的発展

CSR活動の適切性確保

●2014年ステークホルダーダイアログ

寄与しており、今後はその意識を現場の隅々まで

浸透させることが課題です。

～5ヵ年重点目標（環境、人材、ガバナンス）の取組みについて～
◎開催日／2014年４月14日（月）
◎開催場所／現場見学会 ： サッポロ恵比寿出張所
　　　　　　ダイアログ ： 西松建設株式会社 本社会議室
1.現場見学会　2.ダイアログ開催

【開 催 概 要】

【スケジュール】

建設業の人材の育成に詳しい有識者

東洋大学理工学部　教授

浦江  真人 様

CSRおよび企業倫理に詳しい有識者

麗澤大学外国語学部　教授

梅田  徹 様
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次代を担う人材の育成は
業界全体の課題

渋井》人材育成についてですが、西松建設で

は人員構成で30代が少なくOJTが機能しな

い難しさがあります。またかつての請負型か

ら付加価値提供型にシフトし、専門性の高い

人材が必要になっています。今後、人材不足

が想定されるなかダイバーシティへの対応も

重要だと考えています。

浦江》建設業界は人材面の課題が多くあり

ます。他社も同様です。OJTとOff-JTの区分

も意味を失いつつあり、体験型の研修が効果

的という話を聞きますね。

渋井》当社でも富士教育訓練センターでの

研修など、体験型研修を開始しています。社員

一人ひとりに安全・危険を肌で感じてもらうこ

とが目的で、今後も継続していきます。

浦江》女性の技術職については会社の壁を

超えた交流の機会なども求められています。

従業員満足度調査をやったとお聞きしました

が結果はいかがでしたか？

渋井》意外に満足度が高く、仕事に対してや

■

執行役員
社長室長

河埜  祐一

人事部
部長

渋井  修

安全環境品質部
部長

前田  陽一

CSR経営推進部
部長

武本  晋太郎

うまく利用して、推進していくといいですね。

前田》イオンモールさんでは具体的な環境

経営の目標設定はどのようにしておられます

か？当社にとって何か象徴的な活動がないか

ヒントをいただけると幸いです。

白井》目標の主なものとしては、商業施設の

電気も含んだエネルギーの使用量や、全国の

モールにおける社会貢献活動などに着目して

います。また象徴的な活動ということでは、6

年前に琵琶湖の畔で環境配慮に特化したモー

ルを建設し、CASBEEの「S」評価をいただいた

ことがあります。ここでは絶滅危惧種の保護

を行い生物多様性にも対応しました。

西松建設さんもCASBEEの「S」を取得するこ

とで、象徴的な取組みとしてアピールできる

かもしれません。

りがいを感じている様子がうかがえました。人

事は定量目標の設定が難しい側面がありま

す。とは言え、職場環境の整備等、目に見える

形で向上が必要と考えています。

浦江》数字は差別化が難しいですね。これぞ

西松！というオンリーワンなものが設定できた

らよいのではないでしょうか。

コーポレートガバナンスの
さらなる充実を

河埜》最後のテーマはガバナンスです。西松

建設は過去の事件もあり、経営の透明性を高め

ることに尽力してきました。そのかいもあり、今

では西松が建設業の中で一番ガバナンス情報

の開示が進んでいると思っています。

当社のコンプライアンス委員会はCSR委員

会とは別組織です。事件後、外部の有識者の

方だけで設立された経緯があり、現在でも外

部の方を委員長に迎えて月一回の頻度で開催

しています。コンプライアンス・マニュアルの

制定を経て、現在はコンプライアンスに関する

事項のモニタリング機能を担っています。

梅田》コンプライアンス委員会については、

その活動内容や委員長が外部の方であること

など、CSRレポートでもっと紹介した方が良い

でしょう。海外版のコンプライアンス・マニュア

ルも訴求ポイントです。2013年のレポートの

ガバナンスページは構造の説明が中心です

が、業務の効率性や事業の公正性を確保する

ための権限やコントロールの動きの部分が表

現されるほうがよいかもしれません。

河埜》2014年のレポートでは社外役員のコ

メントも掲載する予定にしています。社外取

締役の導入や外部識者が委員長を務めるコ

ンプライアンス委員会、社員のコンプライア

ンス意識向上など、当社のガバナンス機能は

確実に向上していると考えています。

西松建設のＣＳＲ活動はまだ道半ばですが、社

員一人ひとりが、真剣に向き合っていることは

確かです。今回いただいた皆様のご意見を糧

に、活動をさらに前に進めていきたいと思い

ます。どうもありがとうございました。

■
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第三者意見

　2013年に引き続き「西松CSRレポート」の第三者意見を執筆させていただくことになりました。昨年版から大

きく変わったのは増ページです。8ページ分の増加にはかなり思い切った判断が伴ったことが窺われます。現在

の経営環境における機会とリスクに関する見通しやCSR経営に関する基本的な姿勢等、トップのメッセージがよ

り詳細に伝わるようになりました。重点分野として指定された「環境経営度」「人材育成」「ガバナンス情報の開

示」については、昨年からの提示の仕方に工夫が加えられた跡が見られます。「人材育成」のセクションでは、新

たなデータの開示を含め、人事に関連するデータがまとめて提示されるようになりました。従業員意識調査が

実施されたことも大いに評価できる要素です。「ガバナンス情報の開示」に関しては、新たに社外役員の所感が

掲載されました。それぞれご専門の立場からの意見がガバナンスに反映されることが期待されます。

　「環境経営度」では、環境委員会体制と環境経営企画部会がおかれるなど、環境マネジメント体制における充

実化が進みました。また、従業員にeco検定を取得させようとする取り組みは、従業員の環境意識を高めるのに

大きな効果があるものと思われます。生物多様性保全に関して建設業界8社と共同で開発した生物多様性評価

のための簡易ツール「いきものプラス®」は、業界の中でも注目すべき取り組みです。生物多様性は建設業界に

とっては非常に大事な問題です。その意味で力を入れているのはたいへん評価できます。ただし、「生物多様性

行動基準」「同ガイドライン」はホームページにも掲載されていません。総じてホームページに掲載された環境

情報は十分とは言えないレベルです。あえて苦言を呈するならば、環境経営度指標ランキ

ングの順位を上げようと思うのであれば、報告書だけでなくホームページ上の環境関連

情報のいっそうの充実化を図る必要があるでしょう。

第三者意見を受けて

　2013年、今年と2年続けて梅田教授にレポートをご覧いただき、特にその比較の中から貴重なご意見を賜り

ました。西松建設CSR経営の重点分野として掲げている、環境経営度、人材育成、ガバナンスの3つの中で、環

境経営度に関して、環境マネジメント体制における充実化、eco検定資格取得への取組み、生物多様性保全に

関する取組みにおいて、評価いただいた点は今後より一層充実させていくとともに「ホームページにおける環

境関連情報が十分でない」というご指摘に関しては、早急に対処してまいります。「すべてのステークホルダー

の皆様とWin-Winの関係を実現する」というCSR経営方針を常に念頭に置き、これからも弱い点、遅れている

点に関しては、これらを粘り強く1つ1つ改善し、前に進んでいきたいと思います。

本レポートに関するご意見等

WEBでのご意見等のお寄せ先
http://www.nishimatsu.co.jp/csr/communication/

　西松建設では、多くのステークホルダーの皆様に当社のCSR活動を知っていただき、率直なご意見をいただ
くことで、CSR経営にもとづく企業活動のさらなる発展を目指しています。つきましては、本レポートおよび当
社のCSR活動に関するご意見等について、添付のアンケート用紙（FAX発信用）に記入、または下記URLにアク
セスいただき、アンケート回答とともにぜひお寄せください。

梅田 徹
麗澤大学 外国語学部 教授
 前企業倫理研究センター長

ＣＳＲ経営推進部長  武本 晋太郎
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■ アンケート回収について
　ご回答については、年を追う毎に数が増えています。『西松CSRレポート2013』に対していただいたご回答（社外）は、178件（前年比278
％）と大幅に伸び、多くのステークホルダーの皆様から関心をいただいております。また「お客様」からの回答が47件（前年比+38件）と増えて
いるほか、新たに「学生」「研究・教育関係者」「株主・投資家」「建設現場周辺にお住まいの方」などの皆様からもご回答いただくなど、数と多様
性を増したのが、2013年アンケート回答の特徴といえます。

■ アンケート結果について
　2013年の結果は、下グラフのとおりです。なお「関心を持
った記事」については、西松建設の基本情報となる「トップメ
ッセージ」や「会社概要・事業概要」「主な竣工実績」のほか
「建設・顧客」といった本業関連や、世の中の環境意識の高ま
りからか「環境」にも注目が集まりました。この点は「社会要
請」という観点で、今後注力すべき分野ととらえています。ま
た、多くの個別意見もいただき、活動に活かしています。

●西松CSRレポート2013　アンケート結果について

　西松建設では、CSRレポートをステークホルダーの皆様との重要なコミュニケーションツールと位置づけており、

毎年発行の「西松CSRレポート」において、任意のアンケートを実施しています。ここでは、『西松CSRレポート2013』

で実施したアンケートで、ステークホルダーの皆様からいただいたご回答についてご紹介します。

●第三者保証

●西松CSRレポート2013
　アンケート回答状況（社外） ●分かりやすさについて

●記載内容について
大変
充実している
40

充実している
118

やや
不足している
6

不足
している 2

無回答 12

大変
分かりやすい
38

お客様 47

建造物の
ユーザー 9
建設現場
周辺に
お住まいの方 2

金融機関 4
株主・投資家 6協力会社 68

行政機関 6

企業の
CSR・環境
関係者 8

研究･教育
関係者 2

学生 8
その他 18

分かりやすい
116

やや
分かりづらい
18

分かりづらい
3

無回答 3

●当社のCSR活動についての評価
無回答 3 大変

評価できる
38

評価できる
124

あまり
評価できない 6

評価
できない 3

分からない 4

約89％が「充実している」以上の評価

約86％が「分かりやすい」以上の評価

約91％が「評価できる」以上と評価

●情報量について
多すぎる 5

やや多い
48

無回答 9
少なすぎる 1
やや少ない
3

適切 112

約63％が「適切」と評価

●デザインについて
大変良い 28

好感が持てる
126

無回答 14
悪い 2
良いと
思わない 8

約86％が「良い」と評価

●関心を持った記事（複数回答）
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第三者意見

ステークホルダー
ダイアログ

Ⅶ 産業・
サプライチェーン

Ⅵ 地域・社会
Ⅴ 環境

Ⅳ ガバナンス
Ⅲ 雇用・人権
Ⅱ 安全・健康
Ⅰ 建設・顧客
マネジメント

NISHIMATSU View
主な竣工実績

会社概要・事業概要
トップメッセージ

主な表彰
編集方針等
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お問合せ先
西松建設株式会社 CSR経営推進部
〒105-8401  東京都港区虎ノ門一丁目20番10号
〒105-6310  東京都港区虎ノ門一丁目23番1号　虎ノ門ヒルズ森タワー10階 （2014年8月25日以降）
TEL 03-3580-2303　FAX03-3580-2303

この印刷物は植物油インキ
を使用しています。

西松建設はFun to Share
に参加しています。

有害な廃液が出ない
水なし印刷方式で印刷
しています。

見やすいユニバーサル
デザインフォントを採
用しています。

本冊子の制作（刷版・印刷・製本工
程）における電力（2,850kwh)は、
グリーン電力を使用しています。

適切に管理された森林で生産され
た木材を使った環境配慮型のFSC
認証紙を使用しています。
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